
Cisco UCSファブリックインターコネクトの移行ガイド、リ
リース 6.0
最終更新：2025年 12月 29日

シスコシステムズ合同会社
〒107-6227東京都港区赤坂9-7-1 ミッドタウン・タワー
http://www.cisco.com/jp
お問い合わせ先：シスココンタクトセンター

0120-092-255（フリーコール、携帯・PHS含む）
電話受付時間：平日 10:00～12:00、13:00～17:00
http://www.cisco.com/jp/go/contactcenter/



【注意】シスコ製品をご使用になる前に、安全上の注意（ www.cisco.com/jp/go/safety_warning/）をご確認ください。本書は、米国シスコ発行ド
キュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更され
ている場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容については米国サイトのドキュメントを参照くだ

さい。また、契約等の記述については、弊社販売パートナー、または、弊社担当者にご確認ください。

THE SPECIFICATIONS AND INFORMATION REGARDING THE PRODUCTS IN THIS MANUAL ARE SUBJECT TO CHANGE WITHOUT NOTICE. ALL STATEMENTS,
INFORMATION, AND RECOMMENDATIONS IN THIS MANUAL ARE BELIEVED TO BE ACCURATE BUT ARE PRESENTED WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND,
EXPRESS OR IMPLIED. USERS MUST TAKE FULL RESPONSIBILITY FOR THEIR APPLICATION OF ANY PRODUCTS.

THE SOFTWARE LICENSE AND LIMITED WARRANTY FOR THE ACCOMPANYING PRODUCT ARE SET FORTH IN THE INFORMATION PACKET THAT SHIPPED WITH
THE PRODUCT AND ARE INCORPORATED HEREIN BY THIS REFERENCE. IF YOU ARE UNABLE TO LOCATE THE SOFTWARE LICENSE OR LIMITED WARRANTY,
CONTACT YOUR CISCO REPRESENTATIVE FOR A COPY.

The Cisco implementation of TCP header compression is an adaptation of a program developed by the University of California, Berkeley (UCB) as part of UCB's public domain version of
the UNIX operating system. All rights reserved. Copyright © 1981, Regents of the University of California.

NOTWITHSTANDING ANY OTHER WARRANTY HEREIN, ALL DOCUMENT FILES AND SOFTWARE OF THESE SUPPLIERS ARE PROVIDED “AS IS" WITH ALL FAULTS.
CISCO AND THE ABOVE-NAMED SUPPLIERS DISCLAIM ALL WARRANTIES, EXPRESSED OR IMPLIED, INCLUDING, WITHOUT LIMITATION, THOSE OF
MERCHANTABILITY, FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE AND NONINFRINGEMENT OR ARISING FROM A COURSE OF DEALING, USAGE, OR TRADE PRACTICE.

IN NO EVENT SHALL CISCO OR ITS SUPPLIERS BE LIABLE FOR ANY INDIRECT, SPECIAL, CONSEQUENTIAL, OR INCIDENTAL DAMAGES, INCLUDING, WITHOUT
LIMITATION, LOST PROFITS OR LOSS OR DAMAGE TO DATA ARISING OUT OF THE USE OR INABILITY TO USE THIS MANUAL, EVEN IF CISCO OR ITS SUPPLIERS
HAVE BEEN ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGES.

Any Internet Protocol (IP) addresses and phone numbers used in this document are not intended to be actual addresses and phone numbers. Any examples, command display output, network
topology diagrams, and other figures included in the document are shown for illustrative purposes only. Any use of actual IP addresses or phone numbers in illustrative content is unintentional
and coincidental.

All printed copies and duplicate soft copies of this document are considered uncontrolled. See the current online version for the latest version.

Cisco has more than 200 offices worldwide. Addresses and phone numbers are listed on the Cisco website at www.cisco.com/go/offices.

Cisco and the Cisco logo are trademarks or registered trademarks of Cisco and/or its affiliates in the U.S. and other countries. To view a list of Cisco trademarks, go to this URL:
https://www.cisco.com/c/en/us/about/legal/trademarks.html. Third-party trademarks mentioned are the property of their respective owners. The use of the word partner does not imply a
partnership relationship between Cisco and any other company. (1721R)

© 2025 Cisco Systems, Inc. All rights reserved.

https://www.cisco.com/c/en/us/about/legal/trademarks.html


目次

新機能と更新情報 1第 1 章

このリリースの新規情報および変更情報 1

Cisco UCSファブリックインターコネクトの概要 5第 2 章

Cisco UCS 6000シリーズファブリックインターコネクト 5

Cisco UCS 6664ファブリックインターコネクトの概要 5

Cisco UCS 6664ファブリックインターコネクト 6

Cisco UCS 6500シリーズファブリックインターコネクト 9

Cisco UCS 6536ファブリックインターコネクトの概要 9

Cisco UCS 6536ファブリックインターコネクト 9

Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクト 14

Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトの概要 14

Cisco UCS 64108ファブリックインターコネクト 14

Cisco UCS 6454ファブリックインターコネクト 16

Cisco UCSファブリックインターコネクトのポート 18

Cisco UCS 6600シリーズファブリックインターコネクトへの移行 23第 3 章

Cisco UCS 6600シリーズファブリックインターコネクトの移行 23

Cisco UCSファブリックインターコネクトの移行：6500から 6600へ 23

Cisco UCS 6500シリーズファブリックインターコネクト移行の考慮事項 23

Cisco UCS 6536ファブリックインターコネクトから Cisco UCS 6664ファブリックイン

ターコネクトへの移行 27

Cisco UCSファブリックインターコネクトの移行：6400から 6600へ 31

Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトへ移行を行う際の考慮事項 31

Cisco UCSファブリックインターコネクトの移行ガイド、リリース 6.0
iii



UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトから Cisco UCS 6664ファブリック

インターコネクトへの移行 35

Cisco UCS 6500シリーズファブリックインターコネクトへの移行 39第 4 章

Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクト移行 39

Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクト移行の考慮事項 39

アップグレード前の Cisco UCS 6536の機能構成の検証 42

Cisco UCSセントラルを使用して Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネ

クトからCisco UCS 6500シリーズファブリックインターコネクトへ移行する場合の

考慮事項 44

UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトから UCS 6536ファブリックインター

コネクトへの移行 44

Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトへの移行 49第 5 章

Cisco UCS 6454ファブリックインターコネクトからCisco UCS 64108ファブリックインター

コネクトへ移行 49

Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクト移行の考慮事項 49

アップグレード前にCisco UCS 64108ファブリックインターコネクトの機能構成を検証
51

Cisco UCS 6454ファブリックインターコネクトから Cisco UCS Centralを使用した Cisco

UCS 64108ファブリックインターコネクトへの移行に関する考慮事項 52

UCS 6454シリーズファブリックインターコネクトからUCS 64108ファブリックインター

コネクトへの移行 53

付録 57第 6 章

付録 57

Cisco UCSファブリックインターコネクトの移行ガイド、リリース 6.0
iv

目次



第 1 章

新機能と更新情報

•このリリースの新規情報および変更情報（1ページ）

このリリースの新規情報および変更情報
次の表に、Cisco UCS Managerリリース 6.0に関するこのガイドでの変更点の概要を示します

Cisco UCSファブリックインターコネクトの移行ガイド、リリース 6.0
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表 1 : Cisco UCS Managerリリース 6.0(1b)の新機能と変更された動作

参照先説明特長

•アップグレード前の
Cisco UCS 6664ファブ
リックインターコネク

トの機能構成の検証

（26ページ）

• Cisco UCS 6500シリー
ズファブリックイン

ターコネクト移行の考

慮事項（23ページ）

• Cisco UCSセントラル
を使用して Cisco UCS
6536ファブリックイ
ンターコネクトを

Cisco UCS 6664ファブ
リックインターコネク

トに移行する際の考慮

事項（27ページ）

• Cisco UCS 6536ファブ
リックインターコネク

トからCisco UCS 6664
ファブリックインター

コネクトへの移行

（27ページ）

Cisco UCS Managerは、 UCS 6536
ファブリックインターコネクトか

らUCS 6664ファブリックイン
ターコネクトへの移行をサポート

します。

Cisco UCS 6500シリーズファ
ブリックインターコネクトか

ら Cisco UCS 6600シリーズ
ファブリックインターコネク

トへの移行

Cisco UCSファブリックインターコネクトの移行ガイド、リリース 6.0
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参照先説明特長

• Cisco UCS 6400シリー
ズファブリックイン

ターコネクトへ移行を

行う際の考慮事項

（31ページ）

•アップグレード前の
Cisco UCS 6664の機能
構成の検証（33ペー
ジ）

• Cisco UCSセントラル
を使用して Cisco UCS
6400シリーズファブ
リックインターコネク

トを UCS 6664ファブ
リックインターコネク

トへ移行する場合の考

慮事項（34ページ）

• UCS 6400シリーズ
ファブリックインター

コネクトから Cisco
UCS 6664ファブリッ
クインターコネクト

への移行（35ペー
ジ）

Cisco UCS Managerは、UCS 6454
および 64108ファブリックイン
ターコネクトから UCS 6664ファ
ブリックインターコネクトへの移

行をサポートします。

Cisco UCS 6400シリーズファ
ブリックインターコネクトか

ら Cisco UCS 6600シリーズ
ファブリックインターコネク

トへの移行

Cisco UCSファブリックインターコネクトの移行ガイド、リリース 6.0
3

新機能と更新情報

このリリースの新規情報および変更情報



Cisco UCSファブリックインターコネクトの移行ガイド、リリース 6.0
4

新機能と更新情報

このリリースの新規情報および変更情報



第 2 章

Cisco UCSファブリックインターコネクト
の概要

• Cisco UCS 6000シリーズファブリックインターコネクト（5ページ）
• Cisco UCS 6500シリーズファブリックインターコネクト（9ページ）
• Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクト（14ページ）
• Cisco UCSファブリックインターコネクトのポート（18ページ）

Cisco UCS 6000シリーズファブリックインターコネクト

Cisco UCS 6664ファブリックインターコネクトの概要
Cisco UCS 6664ファブリックインターコネクトは、データセンター内のトップオブラック展
開向けに設計された、2ラックユニット（RU）の固定ポートシステムです。ファブリックイ
ンターコネクトには、イーサネットおよびユニファイドポートの両方があります。ユニファイ

ドポートにより、Fibre Channel over Ethernet（FCoE）、ファイバチャネル、NVMe over Fabric、
およびイーサネットを提供します。これらの異なるプロトコルをサポートすることにより、

サーバーで単一のマルチプロトコル仮想インターフェイスカード（VIC）を実現します。

UCS 6664ファブリックインターコネクトは、ギガビットイーサネット（GbE）、ファイバ
チャネル（FC）、およびFibre Channel over Ethernet（FCoE）ポートの配列をサポートして、ピ
アデータセンターデバイスへの接続を提供します。このデバイスは、最新のデータセンター

での高性能でスケーラブル、かつセキュアなネットワーキングにも最適です。

Cisco UCS 6664ファブリックインターコネクトの特徴は以下のとおりです：

•合計で 64のポート

• 48の 40/100 Gbpsポート

• 16のユニファイドポート

• 10/25 Gbpsイーサネットと Fibre Channel over Ethernet（FCoE）をサポート

Cisco UCSファブリックインターコネクトの移行ガイド、リリース 6.0
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•柔軟性を最大限に高めるために、10/25 Gbpsまたは 16/32/64 Gbpsファイバチャネ
ルをサポート

• 2RU固定フォームファクタで 100 Gbps接続を高密度に実現

•ファイバチャネルエンドホストおよびスイッチモードのサポート

Cisco UCS 6664ファブリックインターコネクト
Cisco UCS 6664ファブリックインターコネクト（UCSC-FI-6664）は、データセンター内のトッ
プオブラック（ToR）展開向けに設計された 2ラックユニット（2RU）の固定ポートシステ
ムです。Cisco UCSシステムの中心的なコンポーネントとしての役割を果たし、ネットワーク
の接続性と管理機能を提供します。サーバーを LANまたは SANに接続し、ユニファイドコ
ンピューティング環境を促進します。ファブリックインターコネクトの管理は、初期セット

アップの際にはコンソールインターフェイスを介して実行し、その後はCisco UCS Manager内
の管理インターフェイスを介して実行できます。

図 1 : Cisco UCS 6664ファブリックインターコネクトの前面図

Cisco UCS 6664ファブリックインターコネクトの主要な機能

•ポート

48個の QSFPポート：これらのポートは 2つのグループに分かれています。

• QSFPポート 1～ 24：10 Gbps（QSAトランシーバ経由）、25 Gbps、40 Gbps、100
Gbps（QSA28トランシーバ経由）の速度のギガビットイーサネットリンクをサポー
トします。FCoEリンクもサポートされていますが、標準の FCリンクはサポートさ
れていません。

• QSFPポート 41〜 64：10 Gbps（QSAトランシーバ経由）、25 Gbps、40 Gbps、また
は 100 Gbps（QSA28トランシーバ経由）の速度のギガビットイーサネットまたは
Fibre Channel over Ethernet（FCoE）リンクのみをサポートします。標準ファイバチャ
ネルリンクは、これらのポートではサポートされません。

• 16個のユニファイドポート（SFPポート 25～ 40）：黄色のシルクスクリーニングで示さ
れるこれらのポートは柔軟性があり、以下をサポートします。

•ファイバチャネル：16 Gbps、32 Gbps、または 64 Gbps。これらだけが、ファブリッ
クインターコネクトで標準の FCトラフィックをサポートするポートです。

Cisco UCSファブリックインターコネクトの移行ガイド、リリース 6.0
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•ギガビットイーサネットまたは Fibre Channel over Ethernet（FCoE）：10 Gbpsまたは
25 Gbps。

• MACsec対応ポート：QSFPポート 49～ 64はアップリンクとして推奨されており、ギガ
ビットイーサネットリンクでMedia Access Control Security（MACsec）をサポートします
が、FCoEリンクはサポートしません。

•ブレークアウトのサポート：このファブリックインターコネクトのブレークアウトポート
のサポートは、現在利用できません。

•セキュアブートのサポート

•ファンモジュール（4）：青色のカラーリングが付いたポート側排気ファンモジュール
（NXASFAN-160CFM2- PE）で、冗長性と負荷分散冷却を実現します。

•電源モジュール（2）：2つの 1400 W AC電源モジュール（NXA-PAC-1400W- PE）が、1+1
の冗長性のために用意されています。これらは、青色のカラーリングが付いたポート側排

気エアーフローも備えています。

図 2 : Cisco UCS 6664ファブリックインターコネクトの正面図

QSFPポート 1、2、5、6、9、
10、13、14、17、18、21、22。
ポートはペアで垂直に配置さ

れ、QSAまたは QSA28トラン
シーバをサポートします。

2ビーコン（BCN）、ステータス
（STS）および環境（ENV）LED

1

QSFPポート 41、42、45、46、
49、50、53、54、57、58、61、
および 62。

4SFPポート25、26、29、30、33、
34、37、38はユニファイドポー
トです。

3

Cisco UCSファブリックインターコネクトの移行ガイド、リリース 6.0
7

Cisco UCSファブリックインターコネクトの概要

Cisco UCS 6664ファブリックインターコネクト



MACsec対応 QSFPポート 51、
52、55、56、59、60、63、64。

6MACsec対応 QSFPポート 49、
50、53、54、57、58、61、62。

5

SFPポート 27、28、31、32、
35、36、39、40はユニファイド
ポートです。

8QSFPポート 43、44、47、48、
51、52、55、56、59、60、63、
64。

7

QSFPポート 3、4、7、8、11、
12、15、16、19、20、23、24。
ポートはペアで垂直に配置され、

QSAまたはQSA28トランシーバ
をサポートします。

9

図 3 : Cisco UCS 6664ファブリックインターコネクトの背面図

1～ 4の番号が付いたファンモジュールで、左側がファン 1、右側が
ファン 4になっています。

2RLM管理モジュー
ル

1

電源ユニット 24電源ユニット 13

Cisco UCSファブリックインターコネクトの移行ガイド、リリース 6.0
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Cisco UCS 6500シリーズファブリックインターコネクト

Cisco UCS 6536ファブリックインターコネクトの概要
Cisco UCS 6536ファブリックインターコネクトは、Cisco Unified Computing Systemの中核を成
す製品であり、システムのネットワーク接続と管理機能の両方を提供します。Cisco UCS 6536
ファブリックインターコネクトは、UCS Bシリーズブレードサーバー、およびUCS Cシリー
ズラックサーバーに対する通信バックボーンと管理接続を提供します。

Cisco UCS 6500シリーズファブリックインターコネクトは現在 Cisco UCS 6536ファブリック
インターコネクトを含みます。Cisco UCS 6536ファブリックインターコネクトに接続されて
いるすべてのサーバーは、可用性の高い単一の管理ドメインの一部として管理されます。さら

に、Cisco UCS 6536ファブリックインターコネクトは、ユニファイドファブリックをサポー
トしているため、ドメイン内のすべてのサーバーに対して LANおよび SAN接続を提供しま
す。

Cisco UCS 6536ファブリックインターコネクトは、ロスレスイーサネットファブリック上で
サーバーからファブリックインターコネクトまで、複数のトラフィッククラスをサポートし

ます。

Cisco UCS 6536ファブリックインターコネクト
Cisco UCS 6536ファブリックインターコネクト（UCSC-FI-6536）は、1ラックユニット
（1RU）、トップオブラック（TOR）、固定ポートデータセンタープラットフォームであ
り、Cisco UCSシステムにネットワーク接続と管理機能の両方を提供します。

ファブリックインターコネクトは、イーサネットとファイバチャネルの接続をシステム内の

サーバに提供することができます。サーバはファブリックインターコネクトに接続し、LAN
または SANに接続されます。

UCS 6536ファブリックインターコネクトの Cisco UCS Managerは、Cisco UCS Xシリーズコ
ンピューティングノード、BシリーズブレードサーバーとCシリーズラックサーバー、Cisco
UCS Sシリーズストレージサーバーなどと、関連するストレージリソースやネットワークを
サポートします。

高可用性と冗長性は、クラスタモード構成で L1または L2ポートを介してファブリックイン
ターコネクトのペアを相互に接続することで実現できます。

各 Cisco UCS 6536ファブリックインターコネクトは、次の機能を提供します。

• 4つのユニファイドポート（33～ 36）を含む 100G対応の 36の QSFP28ポート。ポート
は以下もサポートします。

• 100G、40G、25G、10G、1Gの速度へのピアデバイスとの自動ネゴシエーション。

•ポートブレークアウトは、イーサネットポート（1～ 32）およびユニファイドポー
ト（33～ 36）でサポートされています。

Cisco UCSファブリックインターコネクトの移行ガイド、リリース 6.0
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•イーサネットブレークアウトは、各ポートがブレークアウトケーブルで構成さ
れている場合、スイッチポート 1～ 36でサポートされます。

•ダイナミックイーサネットブレイクアウト機能を使用すると、標準のイー
サネットポートをオンザフライでブレイクアウトポートに変換できるため、

ファブリックインターコネクトをリブートする必要はありません。ダイナ

ミックイーサネットブレイクアウトは、リブートせずにブレイクアウトポー

トを標準のイーサネットポートに戻すこともサポートしています。

• FCブレークアウトは、各ポートが 4ポートブレークアウトケーブルで構成され
ている場合、ポート 33～ 36でサポートされます。例：物理ポート 33の 4つの
FCブレークアウトポートは、1/33/1、1/33/2、1/33/3、および 1/33/4として番号
付けされます。

ファイバチャネルのサポートは、ユニファイドポート（33～
36）をファイバチャネルブレークアウトポートとして構成する
ことによってのみ利用できます。

（注）

• FCブレークアウトポートは、8 Gbs、16 Gbps、および 32 Gbpsの固定速度で
のピア通信をサポートします。

• 4つの FCブレークアウトポートはすべて、同じ速度で構成する必要があり
ます。QSFPポートの FCブレークアウトポートでの混合速度はサポートさ
れていません。

•ブレークアウトポートを使用すると、ファブリックインターコネクトは、
ファイバチャネルでサポートされる最大 16個の FCポートをサポートでき
ます。

•イーサネットから FCブレークアウトポートへの変換、また
は FCブレークアウトポートをイーサネットに戻すには、ブ
レークアウトタイプを変更した後に再起動/リロードする必
要があります。

• FCoEストレージポートはサポートされていません。

（注）

• 1個の管理ポート (1個の 10/100/1000BASE-Tポート)

•高可用性またはクラスタ構成用の 2つの L1/L2イーサネット RJ-45ポート。イーサネット
ポートは 10/100/1000Mbの速度をサポートします。

• 1個のコンソールポート (RS-232)

• USB 3.0ポート

Cisco UCSファブリックインターコネクトの移行ガイド、リリース 6.0
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• CPU：4コア、1.8GHz、Intel第 5世代コアプロセッサ

•メモリ：

• 32 GB DDR4 DIMM

• 128 GB M.2 SSDフラッシュドライブ

• 32 GBのブートフラッシュ（16 MBのプライマリ、および 16 MBのスタンバイ/ゴー
ルデン）

このファブリックインターコネクトには、次のユーザーによる交換が可能なコンポーネントが

含まれています。

•ファンモジュール（6）は、それぞれがダークグレーのラッチカラーリング
（UCS-FAN-6536）のポート側排気ファンモジュールです。

•電源モジュール（2）。1つの電源モジュール（PSU）は動作用のアクティブモジュール
であり、2番目の PSUは冗長性のためのスタンバイ [1+1]であり、次の選択肢がありま
す。

• 1100 W AC電源とダークグレーのラッチカラーリング（UCS-PSU-6536-AC）

すべてのファンモジュールと電源モジュールは、エアーフロー方

向が同じでなければなりません。

（注）

次の図は、シャーシのポート側のファブリックインターコネクト機能を示します。

40/100ギガビット QSFP28ポート X363LED1

レーン選択ボタン2

このファブリックインターコネクトでサポートされるトランシーバ、アダプタ、およびケーブ

ルを確認するには、『Ciscoトランシーバモジュール互換性情報』を参照してください。

次の図は、シャーシの電源側のファブリックインターコネクト機能を示します。

Cisco UCSファブリックインターコネクトの移行ガイド、リリース 6.0
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1（左）～6（右）の番号が付いたスロットがあるファ
ンモジュール（6）。

21（左）および2（右）の番号が
付いたスロットがある電源モ

ジュール（1または 2個）（図
は AC電源モジュール）。

1

レイヤ 1（L1）イーサネットポート、10/100/100Mb自
動ネゴシエーション。

RJ-45を通じて高可用性（HA）またはクラスタリング
をサポートします。

4レイヤ 2（L2）イーサネット
ポート、10/100/1000 Mb自動ネ
ゴシエーション。

RJ-45を通じて高可用性（HA）
またはクラスタリングをサポー

トします。

3

シリアルコンソールポート（RJ45コネクタ）、9600
ボー。

6イーサネットネットワーク管理

ポート（RJ45）、
10/100/1000Mb自動ネゴシエー
ション

5

ビーコン（BCN）LED8USB 3.0/2.0ポート

システムの起動とスクリプトの

ダウンロードをサポート

7

-ステータス（STS）LED9

次の図は、シャーシの側面を示します。

Cisco UCSファブリックインターコネクトの移行ガイド、リリース 6.0
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アースパッド2取り付けブラケットのネジ穴1

ファンと電源がコールドアイルから吸気し、ファブリックインターコネクトを介して冷気を

吹き込み、暖気をホットアイルに排出するように、ポートをホットアイルに配置することを

計画します。

ファンと電源モジュールは現場交換可能です。他のモジュールが取り付けられて稼働している

限り、動作中にファンモジュールまたは電源モジュールを1個交換できます。取り付けられて
いる電源モジュールが1個だけの場合、元の電源モジュールを取り外す前に空きスロットに交
換用の電源モジュールを取り付けることができます。

ファンと電源モジュールはすべて、同じエアーフロー方向になっていなければなりません。そ

うでない場合、ファブリックインターコネクトが過熱しシャットダウンする場合があります。

（注）

ファンと電源にポート側排気エアーフロー（ファンモジュールの場合は青色のカラーリング）

があるため、ポートはホットアイルに配置する必要があります。空気取り入れ口をホットアイ

ルに配置すると、ファブリックインターコネクトが過熱しシャットダウンする場合がありま

す。

注意

Cisco UCSファブリックインターコネクトの移行ガイド、リリース 6.0
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Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクト

Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトの概要
Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトは、UCSシステムにネットワークの
接続性と管理機能を提供します。ファブリックインターコネクトは、システム内のサーバ、

ファブリックインターコネクトに接続するサーバ、およびLAN/SANに接続するファブリック
インターコネクトに、イーサネットおよびファイバチャネルを提供します。

Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトのそれぞれがCisco UCS Managerを実
行し、すべての Cisco UCS要素を完全に管理します。ファブリックインターコネクトは、
40/100ギガビットアップリンクポートを備えたファブリックで 10/25ギガビットポートをサ
ポートします。Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトを、各デバイスの
L1または L2ポート経由で別の Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトに接
続すると、高可用性を実現できます。

Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトの構成は次のとおりです。

• Cisco UCS 6454ファブリックインターコネクトについて

• Cisco UCS 64108ファブリックインターコネクトについて

Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトは、Cisco UCS Bシリーズブレード
サーバー、UCS 5108 Bシリーズサーバーシャーシ、Cシリーズラックサーバー、およびUCS
Sシリーズストレージサーバーをサポートします。

Cisco UCS 64108ファブリックインターコネクト
Cisco UCS 64108ファブリックインターコネクトは 2 RU top-of-rack (TOR)スイッチであり、
Cisco Rシリーズラックなどの標準的な 19インチラックにマウントできます。

高密度 Cisco UCS 64108ファブリックインターコネクトには 96 10/25 Gb SFP28ポートと 12
40/100 Gb QSFP28ポートがあります。各 40/100 Gbポートは、4 x 10/25 Gbアップリンクポー
トにブレイクアウトをできます。ポート 1 ~ 16は、10/25 GbEまたは 4/8/16/32Gのファイバ
チャネル速度をサポートするユニファイドポートです。ポート 89 ~ 96は 1Gbpsイーサネット
速度をサポートします。

Cisco UCS 64108ファブリックインターコネクトは次のいずれかをサポートします。

• 8個の FCoEポートチャネル

•または 4個の SANポートチャネル

•または 4個の SANポートチャネルおよび 4個の FCoEポートチャネル

この Cisco UCS 64108ファブリックインターコネクトは、1個のネットワーク管理ポート、初
期構成の設定用に 1個の RS-232シリアルコンソールポート、および構成の保存およびロード

Cisco UCSファブリックインターコネクトの移行ガイド、リリース 6.0
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用に 1個の USBポートを備えています。また FIは、高可用性設定を保証する 2個のファブ
リックインターコネクトを接続するための L1/L2ポートを含みます。

Cisco UCS 64108ファブリックインターコネクトにはまた、次から構成されているCPUボード
も含まれています。

• Intel Xeonプロセッサ、6コア

• 64 GBの RAM

• 8 MBの NVRAM（NVRAMチップ x 4）

• 128 GB SSD（ブートフラッシュ）

図 4 : Cisco UCS 64108ファブリックインターコネクトの背面図

ポート 17 ~ 88

(10/25 GbpsイーサネットまたはFCoE)

2ポート 1～ 16

ユニファイドポート：

• 10/25 Gbpsイーサネットまたは
FCoE

• 8/16/32 Gbpsファイバチャネル

1

アップリンクポート 97 ~ 108（40/100
Gbpsイーサネットまたは FCoE）

ブレークアウトケーブルを使用する

と、4 x 10/25 Gbpsのイーサネットポー
トまたは FCoEアップリンクポートが
存在これらのポートの各ことができま

す。

4ポート 89 ~ 96

• 10/25 Gbpsイーサネットまたは
FCoE

• 1 Gbpsイーサネット

3

システムステータス LED6システム環境 (ファンの障害) LED5

ビーコン LED7

Cisco UCS 64108ファブリックインターコネクトには 2個の電源 (1+1の冗長構成)および 3個
のファン (2+1の冗長構成)があります。

Cisco UCSファブリックインターコネクトの移行ガイド、リリース 6.0
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図 5 : Cisco UCS 64108ファブリックインターコネクトの前面図

RS-232シリアルコンソールポート
(RJ-45コネクタ)

2冷却ファン：

(ホットスワップ可能な冗長構成の2+1
ファントレイ)

1

USBポート4ネットワーク管理ポート (RJ-45コネク
タ)

3

電源装置

2個の同一 AC、あたは DC PSU、ホッ
トスワップ可能、1+1冗長構成)

62穴設置ラグ用の設置パッド (保護ラベ
ルの下)

5

ビーコン LED8L1/L2高可用性ポート（RJ-45コネク
タ）

7

システムステータス LED9

Cisco UCS 6454ファブリックインターコネクト
Cisco UCS 6454ファブリックインターコネクト (FI)は 1 RU top-of-rackスイッチであり、Cisco
Rシリーズラックなどの標準的な 19インチラックにマウントできます。

Cisco UCS 6454ファブリックインターコネクトには、48個の 10/25 GB SFP28ポート (16個の
ユニファイドポート)と、6個の 40/100 GB QSFP28ポートが搭載されています。各 40/100 Gb
ポートは、4 x 10/25 Gbアップリンクポートにブレイクアウトをできます。16個のユニファイ
ドポートは、10/25 GbEまたは 4/8/16/32Gのファイバチャネル速度をサポートします。

Cisco UCS 6454ファブリックインターコネクトは、Cisco UCS Manager 4.0(1) and 4.0(2)で 8個
のユニファイドポート (ポート 1～ 8)をサポートしていますが、その後 16個のユニファイド
ポート (ポート 1～ 16)をサポートします。

（注）

Cisco UCS 6454ファブリックインターコネクトは、次の機能をサポートします。

Cisco UCSファブリックインターコネクトの移行ガイド、リリース 6.0
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•最大 8個の FCoEポートチャネル

•または 4 SANポートチャネル

•または最大 8個の SANポートチャネルと FCoEポートチャネル (それぞれ 4個)

この Cisco UCS 6454ファブリックインターコネクトは、1個のネットワーク管理ポート、初
期構成の設定用に 1個のコンソールポート、および構成の保存およびロード用に 1個の USB
ポートを備えています。また FIは、高可用性を保証する 2個のファブリックインターコネク
トを接続するための L1/L2ポートを含みます。

Cisco UCS 6454ファブリックインターコネクトにはまた、次から構成されている CPUボード
も含まれています。

•インテル Xeon D-1528 v4プロセッサ、1.6 GHz

• 64 GBの RAM

• 8 MBの NVRAM（NVRAMチップ x 4）

• 128 GB SSD（ブートフラッシュ）

図 6 : Cisco UCS 6454ファブリックインターコネクトの背面図

ポート17～44（10/25 Gbpsイーサネッ
トまたは FCoE）

（注）

リリース 4.0(4)以前の Cisco UCS
Managerを使用している場合、ポート
9～ 44は 10/25 Gbpsイーサネットま
たは FCoEです。

2ポート 1～ 16 (ユニファイドポー
ト 10/25 Gbpsイーサネットまたは
FCoEまたは 8/16/32 Gbpsファイバ
チャネル)

（注）

リリース 4.0(4)以前の Cisco UCS
Managerを使用している場合、1 ~
8ポートのみがUnified Portsです。

1

アップリンクポート 49～ 54（40/100
Gbpsイーサネットまたは FCoE）

適切なブレークアウトケーブルを使用

すると、4 x 10/25 Gbpsのイーサネッ
トポートまたは FCoEアップリンク
ポートが存在これらのポートの各こと

ができます。

4ポート 45～ 48（1/10/25 Gbpsイー
サネットまたは FCoE）

3

Cisco UCSファブリックインターコネクトの移行ガイド、リリース 6.0
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Cisco UCS 6454ファブリックインターコネクトのシャーシは、2つの電源モジュールと 4つの
ファンを備えています。2つのファンが前面から背面へのエアフローを提供します。

図 7 : Cisco UCS 6454ファブリックインターコネクトの正面図

ファン 1～ 4（シャーシ前面に向かって
左から右）

2電源モジュールと電源コードコネクタ1

L1ポート、L2ポート、RJ45、コンソー
ル、USBポート、および LED

3

Cisco UCSファブリックインターコネクトのポート
Cisco UCSファブリックインターコネクトのポートの概要

Cisco UCSファブリックインターコネクトは、イーサネット、ファイバチャネル（FC）、およ
びファイバチャネル overイーサネット（FCoE）のさまざまなポート構成をサポートする、柔
軟で高性能なネットワーキングソリューションを提供します。固有の機能はモデルおよび世代

によって異なります。

ファブリックインターコネクトモデルごとのポートの詳細

このセクションでは、Cisco UCSファブリックインターコネクトの各モデルの固有のポート構
成と機能について詳しく説明します。

• Cisco UCS 6664ファブリックインターコネクト

Cisco UCS 6664ファブリックインターコネクトは、柔軟で高性能なネットワーキング向
けに設計された 64のポートを備えています。

•ポート 1～ 24：イーサネット、FCoE、ストレージ接続用に 40/100 Gbpsをサポートし
ます。

•ポート 25～ 40（ユニファイドポート）：10/25Gbpsイーサネットまたは 16/32/64 Gbps
ファイバチャネル（FC）の構成をサポートします。

•ポート 41～ 64：40/100 Gbpsイーサネットの設定をサポートします。ポート 49～ 64
はMACsecセキュリティを備えています。

• Cisco UCSファブリックインターコネクト 9108 100G（Cisco UCS Xシリーズダイレク
ト）

Cisco UCSファブリックインターコネクトの移行ガイド、リリース 6.0
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•ポート 1 & 2：すべての SAN機能と構成を管理するユニファイドポートとして機能
します。

• 100Gイーサネットポート [1～ 8]：25Gx4 SFP28互換のブレークアウトポートまた
は 4x10Gポートとして構成することもできます。

• 32Gファイバチャネルポート [1および 2]：8Gx4 SFP28互換のブレークアウトアウ
トポートとして構成し、ファイバチャネル接続を強化することもできます。

• Cisco UCS 6536ファブリックインターコネクト

Cisco UCS 6536ファブリックインターコネクトのポートは、イーサネットまたはファイ
バチャネルトラフィックを伝送するように設定できます。ポート33-36のみ構成してファ
イバチャネルトラフィックを伝送できます。ポートを設定するまでは、Cisco UCSドメイ
ンでそれらのポートを使用できません。

• Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクト

Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトのポートは、イーサネットまた
はファイバチャネルトラフィックを伝送するように設定できます。Cisco UCS 6400シリー
ズファブリックインターコネクトは、Cisco UCS Manager 4.0(1)および 4.0(2)で 8個のユ
ニファイドポート (ポート 1～ 8)をサポートしていますが、リリース 4.0(4)以降のリリー
スでは 16個のユニファイドポート (ポート 1～ 16)をサポートします。

ポート 1～ 16は、ファイバチャネルトラフィックを伝送するように構成できます。ポー
トを設定するまでは、Cisco UCSドメインでそれらのポートを使用できません。

構成に関する備考

ファブリックインターコネクトのポートを設定すると、管理状態が自動的に有効に設定されま

す。ポートが他のデバイスに接続されている場合は、これによってトラフィックが中断される

ことがあります。ポートの設定が完了したら、そのポートを有効または無効にできます。

次の表は、Cisco UCSファブリックインターコネクトをサポートするポートについてまとめて
います。

第 6世代Cisco UCS Xシ
リーズダイレ

クト

第 5世代第 4世代

Cisco UCS
6664ファブ
リックイン

ターコネクト

Cisco UCS
ファブリック

インターコネ

クト 9108
100G

Cisco UCS
6536

Cisco UCS
64108

Cisco UCS
6454

項目

64ポート8ポート36ポートファ
ブリックイン

ターコネクト

108ポート
ファブリック

インターコネ

クト

54ポートファ
ブリックイン

ターコネクト

説明
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第 6世代Cisco UCS Xシ
リーズダイレ

クト

第 5世代第 4世代

2 RU1 RU1 RU2 RU1 RUフォームファ

クタ

• 16x
10G/25G
ポート

• 48x 100G
ポート

は、
QSA/QSA28
モジュー

ルを使用

して

10/25Gを
サポート

します

—10G/25G/40G/100G
インターフェ

イス ×36

（注）

144個のブ
レークアウト

ポート

（36x4）

10G/25Gイン
ターフェイス
×96

10G/25Gイン
ターフェイス
×48

固定 10 GBイ
ンターフェイ

スの数

16ポート 1～ 24

（注）

16個のブレー
クアウトポー

ト（4x4）

16

ポート 1～ 16

16

この FIは、
Cisco UCS
Manager 4.0(1)
and 4.0(2)で 8
個のユニファ

イドポート

(ポート 1～ 8)
をサポートし

ていますが、

その後 16個の
ユニファイド

ポート (ポート
1～ 16)をサ
ポートしま

す。

ユニファイド

ポートの数

10G/25Gまた
は
16G/32G/64G-FC

10G/25G/40G/100G
または
8G/16G/32G-FC

10G/25G/40G/100G
または
8G/16G/32G-FC

10G/25Gまた
は
8G/16G/32G-FC

10G/25Gまた
は
8G/16G/32G-FC

Gbps単位のユ
ニファイド

ポート速度

——3640G/100G ×1240G/100G ×640 Gbpsポート
の数
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第 6世代Cisco UCS Xシ
リーズダイレ

クト

第 5世代第 4世代

ポート 25～
40

ポート 1～ 2ポート 33〜
36

ポート 1～ 16ポート 1～ 16ユニファイド

ポートの範囲

UCS 2408—UCS 2408UCS 2408UCS 2408IOMとの互換
性

Cisco Nexus
93180YC-FX3

—Cisco Nexus
93180YC-FX3

Cisco Nexus
93180YC-FX3

Cisco Nexus
93180YC-FX3

FEXとの互換
性

Cisco UCS
9108 25G

Cisco UCS
9108 100G

Cisco UCS
9108 25G

Cisco UCS
9108 100G

Cisco UCS
9108 25G

Cisco UCS
9108 100G

Cisco UCS
9108 25G

Cisco UCS
9108 25G

IFMとの互換
性

なし—なしなしなし拡張スロット

43634ファンモ

ジュール

2 (AC)シャーシから

供給

2 (AC)2（AC/DC）2（AC/DC）電源モジュー

ル

移行の制限

いずれの世代の Cisco UCSファブリックインターコネクト（第 4世代、第 5世代、または第 6
世代を含む）についても、現在、Cisco UCSファブリックインターコネクト 9108 100G（Cisco
UCS Xシリーズダイレクト）への移行はサポートされていません。
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第 3 章

Cisco UCS 6600シリーズファブリックイン
ターコネクトへの移行

• Cisco UCS 6600シリーズファブリックインターコネクトの移行（23ページ）

Cisco UCS 6600シリーズファブリックインターコネクト
の移行

Cisco UCSファブリックインターコネクトの移行：6500から 6600へ

Cisco UCS 6500シリーズファブリックインターコネクト移行の考慮事項

Cisco UCS Managerリリース 6.0(1b)以降では、Xシリーズサーバーまたは Cシリーズラック
サーバーを使用しているCisco UCS 6500シリーズファブリックインターコネクトをCisco UCS
6664ファブリックインターコネクトに移行できます。

Cisco UCS 6500シリーズファブリックインターコネクトから Cisco UCS 6664ファブリックイ
ンターコネクトに移行するには次の手順を実行します。

• Cisco UCS 6500シリーズファブリックインターコネクトは、Cisco UCS Manager 6.0(1b)
以降のリリースバージョンである必要があります。

• Cisco UCS 6664ファブリックインターコネクトは、置き換えられる Cisco UCS 6536ファ
ブリックインターコネクトで動作しているのと同じインフラストラクチャファームウェ

アバージョンでロードされる必要があります。

前提条件

Cisco UCS 6500シリーズファブリックインターコネクトから Cisco UCS 6664ファブリックイ
ンターコネクトへの移行を実行する前に、移行を成功させるための次の前提条件が満たされて

いることを確認してください。
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•アップグレードを開始する前に、Cisco UCS Manager構成をバックアップし、エクスポー
トします。

• Cisco UCSドメインのインベントリを作成し、サポートされていないハードウェアをすべ
て削除します。

•クラスタフェールオーバーを有効にしてください。

•必要なハードウェアがすべてインストールされるまで、新しい Cisco UCSソフトウェア
バージョンの新しいソフトウェア機能を実装しないでください。

• Cisco UCS 6500シリーズとUCS 6664ファブリックインターコネクトの間のソフトウェア
機能と構成を検証します。移行の前に、6500シリーズファブリックインターコネクトが、
6600シリーズファブリックインターコネクトでサポートされる機能のみを持つように再
構成されていることを確認してください。

この点は、移行が失敗する最も一般的な理由の 1つです。（注）

•移行前に、Cisco UCS 6500シリーズファブリックインターコネクトと Cisco UCS 6600シ
リーズ Fabric Interconnectの両方が同じ UCSMビルド上にあることを確認してください。

• Cisco UCS 6500シリーズファブリックインターコネクトから Cisco UCS 6600シリーズ
Fabric Interconnectにライセンスを移転することはできません。 Cisco UCS 6600シリーズ
Fabric Interconnectの永続的ライセンスはデフォルトで有効になっています。

•スタンドアロンインストールでは、ダウンタイムを想定する必要があります。クラスタ構
成内でファブリックインターコネクトを移行すると、トラフィックが1つのファブリック
インターコネクトから別のファブリックインターコネクトにフェールオーバーするとき

に、わずかなトラフィックの中断が発生する可能性があります。移行中に永続的なトラ

フィック損失が発生しないようにするには、移行前に両方のファブリックインターコネク

トの UCSドメインに冗長性があることを確認し、移行の開始前に冗長性をテストしてく
ださい。

• GUIまたは CLIを使用して、最新のファームウェアバンドルがダウンロードおよびアッ
プグレードされていることを確認します。他の方法（ローダープロンプト/構成の消去）
を使用してファームウェアバンドルをアップグレードしようとすると、パッケージバー

ジョンが失われる可能性があります。

•移行の前に、CiscoUCSファブリックインターコネクトのFC速度の設定が、相互にサポー
トされている値で動作するように設定されていることを確認してください。

• Cisco UCS 6500シリーズファブリックインターコネクトは FC速度として 8/16/32
Gbpsをサポートしています

• Cisco UCS 6600シリーズファブリックインターコネクトは FC速度として 16/32/64
Gbpsをサポートしています
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•プライマリとセカンダリの両方のファブリックインターコネクトの IOMまたは IFMモ
ジュールが一致し、サポートされていることを確認します。互換性のないモジュールを使

用すると、ピア通信の問題が発生する可能性があります。

• FEXとファブリックインターコネクト間のケーブル接続の詳細な記録を作成します。す
でに設定されているサーバのピン接続を保持し、ダウンタイムを最小限に抑えるには、物

理ポートマッピングを維持する必要があります。

•クラスタ設定の場合、プライマリとセカンダリ両方のファブリックインターコネクトに、
ファブリックインターコネクトと FEX間の対称接続トポロジが必要です。

•ファブリックインターコネクトにサーバー、ストレージ、およびネットワークデバイス
を接続するために使用するすべてのケーブルが必要な速度をサポートし、ファブリックイ

ンターコネクトと互換性があることを確認します。

• Cisco UCSのWWNプールには、20:00:00:00:00:00:00:00～ 20:FF:00:FF:FF:FF:FF:FFまたは
50:00:00:00:00:00:00:00～ 5F:FF:00:FF:FF:FF:FF:FFの範囲内のWWNNまたはWWPNだけ
を含めることができます。他のすべてのWWN範囲は予約されています。

ファイバチャネルトラフィックがUCSシステムを介して送信されると、送信元のWWPN
はMACアドレスに変換されます。マルチキャストMACアドレスに変換される可能性の
あるWWPNプールの設定は避けてください。SANファブリックの一意性を確保するた
め、シスコでは、すべてのプールブロックに対し、20:00:00:25:B5:XX:XX:XXという形の
WWNプレフィックスを使用することを推奨しています。

•下位の Cisco UCS 6536ファブリックインターコネクトの [ファブリック退避（Fabric
Evacuation）]を有効にします。退避が完了したら、下位のファブリックインターコネク
トですべてのポートロールとポートチャネル構成を解除し、移行中にそれらをCisco UCS
6664ファブリックインターコネクトで構成します。

推奨事項

移行を成功させるためのベストプラクティスは次のとおりです。

•移行中の中断を最小限に抑えるために、移行前に、両方の Cisco UCS 6500シリーズファ
ブリックインターコネクトファブリックインターコネクトで、UCSドメイン内のサー
バーからのイーサネットおよびFCトラフィックに冗長性があることを確認してください。

•サーバやアップリンク接続の数などのトポロジの変更は、ファブリックインターコネクト
の移行の完了後に行う必要があります。

•ファブリックインターコネクトの移行中に、クラスタ IDが変更されていないことを確認
してください。

•互換性のないイメージの同期を避けるため、移行中はファブリックインターコネクト間の
イメージ同期が無効になります。移行が完了したら、適切なサーバーソフトウェアバン

ドルをダウンロードして再インストールします。

•移行中に、Cisco UCS 6664ファブリックインターコネクトの予約済み VLAN範囲である
3915～ 4042の範囲に VLANが作成されないようにしてください。
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Cisco UCS 6500シリーズファブリックインターコネクトから UCS Centralを使用した Cisco
UCS 6600シリーズファブリックインターコネクトへの移行の詳細については、Cisco UCSセ
ントラルを使用した Cisco UCS 6536ファブリックインターコネクトから Cisco UCS 6664ファ
ブリックインターコネクトへ移行を行う際の考慮事項を参照してください。

（注）

アップグレード前のCisco UCS 6664ファブリックインターコネクトの機能構成の検証

Cisco UCS 6664ファブリックインターコネクトは、Cisco UCS 6536ファブリックインターコ
ネクトで許可されていた一部のソフトウェア機能をサポートしていません。これらの機能の一

部は、今後のソフトウェアリリースで利用可能になります。

表 2 :アップグレード前に特別な注意が必要な機能

修復機能

Cisco UCS 6536ファブリックインターコネク
トとCisco UCS 6664ファブリックインターコ
ネクトには、永久ソフトウェアライセンスが

必要です。

すべてのポートとソフトウェア機能は、永久

ソフトウェアライセンスによってアクティブ

化されます。追加のライセンス管理は必要あ

りません。

ライセンス管理

LANのサービス品質（QoS）システムクラス
でマルチキャスト最適化が有効になっていな

いことを確認します。

マルチキャストの最適化

イーサネット転送モードが End Host Mode
Onlyに設定されていることを確認します。

イーサネットのファブリック転送モード

ファイバチャネル転送モードがホストモード

を終了または、FCスイッチングモードに設
定されていることを確認します。

ファイバチャネルのファブリック転送モード

NetFlowの構成を解除します。Cisco NetFlow

MACセキュリティの [許可]を選択します。MACセキュリティ

受信（RX）方向のみを使用します。インス
トーラは SPANを RX方向に変更し、この設
定が変更されていることを示すアラートを送

信します。

Cisco Switched Port Analyzer（SPAN;スイッチ
ドポートアナライザ）

これらの修正手順に従わないと、移行プロセス中に移行警告アラートが表示され、ファブリッ

クインターコネクトが同期できなくなります。
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Cisco UCSセントラルを使用してCisco UCS 6536ファブリックインターコネクトをCisco UCS 6664ファブリックインター
コネクトに移行する際の考慮事項

Cisco UCS 6500シリーズファブリックインターコネクト移行の考慮事項（23ページ）に加え
て Cisco UCSセントラルを使用して移行する場合、次の前提条件を考慮します。

•移行を開始する前にCisco UCS ManagerとUCSセントラルの構成をバックアップしたこと
を確認します。

•移行時の構成問題を回避するために Cisco UCS Manager内でポリシー解決制御についての
次のポリシーがローカルに設定されていることを確認します。

•インフラストラクチャとカタログファームウェアポリシー

•機器ポリシー

•ポート構成ポリシー

Cisco UCS 6536ファブリックインターコネクトからCisco UCS 6664ファブリックインター
コネクトへの移行

Cisco UCS 6500シリーズファブリックインターコネクトには Cisco UCS 6536ファブリックイ
ンターコネクト、Cisco UCS 6600シリーズ Fabric Interconnectには Cisco UCS 6664ファブリッ
クインターコネクトが含まれています。

Cisco UCS 6536ファブリックインターコネクトは Cisco UCS 6664ファブリックインターコネ
クトに移行することができます。Cisco UCS 6664ファブリックインターコネクトに移行した
後は、Cisco UCS 6536ファブリックインターコネクトに戻さないことをお勧めします。

Cisco UCS 6664ファブリックインターコネクトは、シャーシディスカバリでポートチャネル
モードのみをサポートします。シャーシまたは FEXディスカバリポリシーをポートチャネル
に変更する場合は、移行を進める前にシャーシを再確認する必要があります。

Cisco UCS Managerでシャーシを確認するには、次の手順を実行します。

1. Cisco UCS Managerのナビゲーショペインで [機器（Equipment）]をクリックします。

2. [機器]ノードをクリックします。

3. [Work]ペインの [Policies]タブをクリックします。

4. [Global Policies]サブタブをクリックします。

5. [機器（Equipment）] > [シャーシ（Chassis）]を展開し、確認するシャーシを選択します。

6. [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

7. [Actions]領域の [Acknowledge Chassis]をクリックします。
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Cisco UCS Managerの特定の構成手順を実行する方法の詳細については、に該当する『Cisco
UCS Manager構成ガイド』を参照してください。

（注）

手順

ステップ 1 このトラフィックをプライマリファブリックインターコネクトに移動します。これは、ファ

ブリックの退避とアップリンクの無効化の2つの方法で実行できます。次のフローチャートを
使用して、Cisco UCSドメインサーバーと接続に基づいて 2つのいずれかを選択します。

（注）

直接接続されたラックサーバーの場合、アップリンクの無効化のみがサポートされます。

ステップ 2 すべてのトラフィックがプライマリファブリックインターコネクト上をフェールオーバーし

ていることを確認します。従属ファブリックインターコネクト上のすべてのサーバーまたは、

ファイバチャンネルポートの構成を解除します。

詳細については、ファームウェア管理ガイドのガイドラインと前提条件の章にある「ファブ

リックインターコネクトトラフィックの退避」セクションを参照してください。

ステップ 3 古い従属ファブリックインターコネクトの電源を切り、電源ケーブルとL1/L2ケーブルを外し
ます。

サーバーホストへの KVMセッションを使用して移行をモニタしている場合は、セカンダリ
ファブリックインターコネクトを電源オフにしたときにKVMセッションの再接続が必要にな
ることがあります。

ステップ 4 交換用のCisco UCS 6664ファブリックインターコネクトを同じラックまたは隣接するラックに
マウントします。

（注）
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ベストプラクティスとして、ケーブルにラベルを付けることをお勧めします。

ステップ 5 ポートマッピング計画に従って、L1/L2ケーブルとサーバーポートを接続します。

ステップ 6 新しいファブリックインターコネクトの電源を入れます。正しく接続されている場合、新しい

従属ファブリックインターコネクトは、既存のクラスタに追加されていることを検出します。

ステップ 7 下位の Cisco UCS 6664ファブリックインターコネクトは、プライマリ Cisco UCS 6536ファブ
リックインターコネクトの構成およびデータベース/状態情報を自動的に同期します。

プライマリファブリックインターコネクトと従属ファブリックインターコネクト間の同期に

は数分かかることがあります。エラーメッセージが表示され、サーバポートが有効になるま

でそれが持続する可能性があります。

ポート構成は、従属ファブリックインターコネクトから新しいファブリックインターコネク

トにコピーされます。

（注）

移行中に別の IOM、IFMまたは FEXに交換する場合は、ステップ 10にスキップします。ファ
ブリックインターコネクトでサポートされる IOM、IFMまたは FEXの互換性マトリックスの
詳細については、Cisco UCSファブリックインターコネクトのポート（18ページ）を参照し
てください。

ステップ 8 Cisco UCS 6600シリーズ Fabric Interconnectのユニファイドポートは、 Cisco UCS 6536ファブ
リックインターコネクトのユニファイドポートとは順序とは異なります。

（注）

•イーサネットポートからファイバチャネルポートへ変換する場合リブートが必要です。
ファイバチャネルポートは、4つ（ブレークアウトポート）のブロックへ変換されます。

• FCアップリンクポートの構成または、FCストレージポートから FCアップリンクポー

トへ変換についての詳しい情報は、ネットワーク管理ガイドのローカルエリアネットワー

ク（LAN）ポートとポートチャネルの章を参照してください。

ステップ 9 新しい Cisco UCS 6664ファブリックインターコネクトのネットワークアップリンクポートを
設定する

ステップ 10 ポートチャネルについては、Cisco UCS 6500シリーズファブリックインターコネクトからの
古い構成にマッチさせます。アップリンクポートを必要なポートチャネルまたはポートチャ

ンネルに必要な過去の必要な構成を追加します。この構成が完了するまで待ってから次のス

テップに進みます。

（注）

サーバーポートを有効にするのを待つことは、svc_sam_bladeAGサービスがシャーシとサー
バーへの通信を阻止します。過去の移行で、アップリンクポートと同時にサーバーポートを

有効にする場合、CPUが 100 ％近くプライマリファブリックインターコネクトにトッピング
アウト（ピンニング）を起こさせます。高いCPU使用率の場合、ユーザーインターフェイス
は無応答で svc_sam_bladeAGサービスはリカバリのために再起動する必要があります。

ステップ 11 サーバーポートまたは、ファイバチャネルポートを再構成します。
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a) ポートマッピングを変更した場合は、従属ファブリックインターコネクトに接続された

IOM、FEX、または直接接続ラックサーバの再認識が必要になる場合があります。
b) イーサネットポートを確認し、必要に応じてサーバーポートとして再構成できます。
c) 手順 13にスキップして、データパスを確認します。

ステップ 12 新しい IOM、IFMまたは FEXを取り外して交換し、サーバーポートを再構成するために次の
手順を行います：

a) 下位ファブリックインターコネクトに接続された既存のモジュールを除去し、Cisco UCS
6664ファブリックインターコネクトのサポートされるモジュールで交換します。

b) ケーブルコネクションに変更が必要かを検証します。
c) 同じポートマッピングを保つために再構成を行います。ポートマッピングが保存されな

い場合、サーバーポートを適切に構成します。

d) 下位ファブリックインターコネクトに接続されている IOM、FEXまたは IFMを再認識し
ます。

ステップ 13 データパスの準備ができていることを確認します。

詳細については、Cisco UCSマネージャファームウェア管理のガイドラインと前提条件の章に
あるダイナミック vNICが稼働中であることの確認のセクションを参照してください。

次の手順に進む前に、すべてのエラーを必ず解決してください。

a) 関連付けられたサービスプロファイルでファイバチャネルポートの SANピングループ
を確認し、必要に応じて再構成します。

b) 関連付けられたサービスプロファイルでイーサネットポートのローカルエリアネット
ワーク（LAN）個人識別番号グループを確認し、必要に応じて再設定します。

c) アップリンクイーサネットポートのポートチャネルを確認し、必要に応じて再設定しま

す。

ステップ 14 トラフィックを新しい従属ファブリックインターコネクトに戻します。ファブリック退避方式

を使用した場合は、ファブリック退避の選択を解除します。アップリンク（イーサネットおよ

びファイバチャネル）を無効にした場合は、アップリンクを再度有効にします。新しい従属

ファブリックインターコネクトでトラフィックが正しく流れていることを確認します。

ステップ 15 トラフィックが従属ファブリックインターコネクト上でフローしていることを確認した後で、

次のコマンドを使用して従属ファブリックインターコネクトをプライマリに昇格させます｡

• UCS-A #connect local-mgmt：このコマンドは、クラスタのローカル管理者インターフェイ
スに接続します。

• UCS-A (local-mgmt) #cluster{lead {a|b}} or UCS-A (local-mgmt) #cluster{force primary{a|b}}：
クラスタリードコマンドとクラスタフォースプライマリコマンドは、ファブリックイ

ンターコネクトの促進に使用できる二つ別々のコマンドです。

（注）

プライマリファブリックインターコネクトが Cisco UCS 6664ファブリックインターコネクト
であることを確認します。
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ステップ 16 2番目の新しいファブリックインターコネクトを最初のファブリックインターコネクトと同じ
ようにケーブル接続し、他のファブリックインターコネクトの交換の手順を繰り返して、移行

を完了します。

Cisco UCSファブリックインターコネクトの移行：6400から 6600へ

Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトへ移行を行う際の考慮事項

Cisco UCSマネージャ、リリース6.0(1b)以降では、Cisco UCS 6400シリーズファブリックイ
ンターコネクトを、Cシリーズラックサーバーを使用する Cisco UCS 6664ファブリックイン
ターコネクトに移行することができます。

Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクト（Cisco UCS 6454または Cisco UCS
64108）をCisco UCS 6664ファブリックインターコネクトに移行するには、次の手順に従いま
す。

• Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクト（Cisco UCS 6454または Cisco
UCS 64108）は、 Cisco UCS Manager 6.0(1b)以降のリリースバージョンである必要があり
ます。

• Cisco UCS 6664ファブリックインターコネクトは、置き換えられる Cisco UCS 6454また
はCisco UCS 64108と同じインフラストラクチャファームウェアバージョンでロードされ
る必要があります。

前提条件

Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトから Cisco UCS 6664ファブリックイ
ンターコネクトへの移行を実行する前に、移行を成功させるための次の前提条件が満たされて

いることを確認してください。

•アップグレードを開始する前に、Cisco UCS Manager構成をバックアップし、エクスポー
トします。

• Cisco UCSドメインのインベントリを作成し、サポートされていないハードウェアをすべ
て削除します。

•クラスタフェールオーバーを有効にしてください。

•必要なハードウェアがすべてインストールされるまで、新しい Cisco UCSソフトウェア
バージョンの新しいソフトウェア機能を実装しないでください。

• Cisco UCS 6400シリーズとUCS 6664ファブリックインターコネクトの間のソフトウェア
機能と構成を検証します。移行の前に、6400シリーズファブリックインターコネクトが、
6600シリーズファブリックインターコネクトでサポートされる機能のみを持つように再
構成されていることを確認してください。
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この点は、移行が失敗する最も一般的な理由の 1つです。（注）

•移行前に、Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトと Cisco UCS 6600シ
リーズ Fabric Interconnectの両方が同じ UCSMビルド上にあることを確認してください。

• Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトからのライセンスは、Cisco UCS
6600シリーズ Fabric Interconnectに移転できません。Cisco UCS 6600シリーズ Fabric
Interconnectでは、永続的ライセンスがデフォルトで有効になっています。

•スタンドアロンインストールでは、ダウンタイムを想定する必要があります。クラスタ構
成内でファブリックインターコネクトを移行すると、トラフィックが1つのファブリック
インターコネクトから別のファブリックインターコネクトにフェールオーバーするとき

に、わずかなトラフィックの中断が発生する可能性があります。移行中に永続的なトラ

フィック損失が発生しないようにするには、移行前に両方のファブリックインターコネク

トの UCSドメインに冗長性があることを確認し、移行の開始前に冗長性をテストしてく
ださい。

• GUIまたは CLIを使用して、最新のファームウェアバンドルがダウンロードおよびアッ
プグレードされていることを確認します。他の方法（ローダープロンプト/構成の消去）
を使用してファームウェアバンドルをアップグレードしようとすると、パッケージバー

ジョンが失われる可能性があります。

•移行の前に、CiscoUCSファブリックインターコネクトのFC速度の設定が、相互にサポー
トされている値で動作するように設定されていることを確認してください。

• Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトは FC速度として 8/16 Gbps
をサポートしています

• Cisco UCS 6600シリーズファブリックインターコネクトは FC速度として 16/32/64
Gbpsをサポートしています

•プライマリとセカンダリの両方のファブリックインターコネクトの IOMまたは IFMモ
ジュールが一致し、サポートされていることを確認します。互換性のないモジュールを使

用すると、ピア通信の問題が発生する可能性があります。

• FEXとファブリックインターコネクト間のケーブル接続の詳細な記録を作成します。す
でに設定されているサーバのピン接続を保持し、ダウンタイムを最小限に抑えるには、物

理ポートマッピングを維持する必要があります。

•クラスタ設定の場合、プライマリとセカンダリ両方のファブリックインターコネクトに、
ファブリックインターコネクトと FEX間の対称接続トポロジが必要です。

•ファブリックインターコネクトにサーバー、ストレージ、およびネットワークデバイス
を接続するために使用するすべてのケーブルが必要な速度をサポートし、ファブリックイ

ンターコネクトと互換性があることを確認します。
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• Cisco UCSのWWNプールには、20:00:00:00:00:00:00:00～ 20:FF:00:FF:FF:FF:FF:FFまたは
50:00:00:00:00:00:00:00～ 5F:FF:00:FF:FF:FF:FF:FFの範囲内のWWNNまたはWWPNだけ
を含めることができます。他のすべてのWWN範囲は予約されています。

ファイバチャネルトラフィックがUCSシステムを介して送信されると、送信元のWWPN
はMACアドレスに変換されます。マルチキャストMACアドレスに変換される可能性の
あるWWPNプールの設定は避けてください。SANファブリックの一意性を確保するた
め、シスコでは、すべてのプールブロックに対し、20:00:00:25:B5:XX:XX:XXという形の
WWNプレフィックスを使用することを推奨しています。

•下位の Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトの [ファブリック退避
（Fabric Evacuation）]を有効にします。退避が完了したら、下位のファブリックインター
コネクトですべてのポートロールとポートチャネル構成を解除し、移行中にそれらを

Cisco UCS 6664ファブリックインターコネクトで構成します。

推奨事項

移行を成功させるためのベストプラクティスは次のとおりです。

•移行中の中断を最小限に抑えるために、移行前に、両方の 6400シリーズファブリックイ
ンターコネクトで、UCSドメイン内のサーバーからのイーサネットおよび FCトラフィッ
クに冗長性があることを確認してください。

•サーバやアップリンク接続の数などのトポロジの変更は、ファブリックインターコネクト
の移行の完了後に行う必要があります。

•ファブリックインターコネクトの移行中に、クラスタ IDが変更されていないことを確認
してください。

•互換性のないイメージの同期を避けるため、移行中はファブリックインターコネクト間の
イメージ同期が無効になります。移行が完了したら、適切なサーバーソフトウェアバン

ドルをダウンロードして再インストールします。

•移行中に、Cisco UCS 6664ファブリックインターコネクトの予約済み VLAN範囲である
3915～ 4042の範囲に VLANが作成されないようにしてください。

Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトから UCS Centralを使用した Cisco
UCS 6600シリーズファブリックインターコネクトへの移行の詳細については、Cisco UCSセ
ントラルを使用してCisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトをUCS 6664ファ
ブリックインターコネクトへ移行する場合の考慮事項（34ページ）を参照してください。

（注）

アップグレード前の Cisco UCS 6664の機能構成の検証

Cisco UCS 6664ファブリックインターコネクトは、Cisco UCS 6400シリーズファブリックイ
ンターコネクトでサポートされていた一部のソフトウェア機能をサポートしていません。
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表 3 :アップグレード前に特別な注意が必要な機能

修復機能

Cisco UCS 6664ファブリックインターコネク
トのライセンスは、前世代のファブリックイ

ンターコネクトのようなポートベースのライ

センスではありません。

すべてのポートとソフトウェア機能は、永久

ソフトウェアライセンスによってアクティブ

化されます。追加のライセンス管理は必要あ

りません。

ライセンス管理

LANのサービス品質（QoS）システムクラス
でマルチキャスト最適化が有効になっていな

いことを確認します。

マルチキャストの最適化

イーサネット転送モードが End Host Mode
Onlyに設定されていることを確認します。

イーサネットのファブリック転送モード

ファイバチャネル転送モードがホストモード

を終了または、FCスイッチングモードに設
定されていることを確認します。

ファイバチャネルのファブリック転送モード

NetFlowの構成を解除します。Cisco NetFlow

MACセキュリティの [許可]を選択します。MACセキュリティ

ポートプロファイルとCisco UCS Manager ESXi
または SCVMM関連の構成を削除します。

VM-FEX

vNICプロファイルのダイナミック vNIC接続
ポリシーを [未設定（Not Set）]にセットしま
す。

ダイナミック vNIC接続ポリシー

受信（RX）方向のみを使用します。インス
トーラは SPANを RX方向に変更し、この設
定が変更されていることを示すアラートを送

信します。

Cisco Switched Port Analyzer（SPAN;スイッチ
ドポートアナライザ）

これらの修正手順に従わないと、移行プロセス中に移行警告アラートが表示され、ファブリッ

クインターコネクトが同期できなくなります。

Cisco UCSセントラルを使用して Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトを UCS 6664ファブリックイン
ターコネクトへ移行する場合の考慮事項

Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトへ移行を行う際の考慮事項（31ペー
ジ）に加えて Cisco UCSセントラルを使用して移行する場合、次の前提条件を考慮します。
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•移行を開始する前にCisco UCS ManagerとUCSセントラルの構成をバックアップしたこと
を確認します。

•移行時の構成問題を回避するために Cisco UCS Manager内でポリシー解決制御についての
次のポリシーがローカルに設定されていることを確認します。

•インフラストラクチャとカタログファームウェアポリシー

•機器ポリシー

•ポート構成ポリシー

UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトから Cisco UCS 6664ファブリックイン
ターコネクトへの移行

Cisco UCS Manager Release 6.0(1)以降では、Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコ
ネクト（Cisco UCS 6454およびCisco UCS 64108ファブリックインターコネクト）をCisco UCS
6664ファブリックインターコネクトに移行することができます。Cisco UCS 6664ファブリッ
クインターコネクトに移行した後は、UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトに
戻さないことをお勧めします。

Cisco UCS 6664ファブリックインターコネクトは、シャーシディスカバリでポートチャネル
モードのみをサポートします。シャーシまたは FEXディスカバリポリシーをポートチャネル
に変更する場合は、移行を進める前にシャーシを再確認する必要があります。

Cisco UCS Managerでシャーシを確認するには、次の手順を実行します。

1. Cisco UCS Managerのナビゲーショペインで [機器（Equipment）]をクリックします。

2. [機器]ノードをクリックします。

3. [Work]ペインの [Policies]タブをクリックします。

4. [Global Policies]サブタブをクリックします。

5. [機器（Equipment）] > [シャーシ（Chassis）]を展開し、確認するシャーシを選択します。

6. [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

7. [Actions]領域の [Acknowledge Chassis]をクリックします。

Cisco UCS Managerの特定の構成手順を実行する方法の詳細については、に該当する『Cisco
UCS Manager構成ガイド』を参照してください。

（注）
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手順

ステップ 1 このトラフィックをプライマリファブリックインターコネクトに移動します。これは、ファ

ブリックの退避とアップリンクの無効化の2つの方法で実行できます。次のフローチャートを
使用して、Cisco UCSドメインサーバーと接続に基づいて 2つのいずれかを選択します。

（注）

直接接続されたラックサーバーの場合、アップリンクの無効化のみがサポートされます。

ステップ 2 すべてのトラフィックがプライマリファブリックインターコネクト上をフェールオーバーし

ていることを確認します。従属ファブリックインターコネクト上のすべてのサーバーまたは、

ファイバチャンネルポートの構成を解除します。

詳細については、『Cisco UCS Manager Firmware Management Guide』の「ガイドラインと前提
条件」の章にある「ファブリックインターコネクトトラフィックの退避」セクションを参照

してください。

ステップ 3 古い従属ファブリックインターコネクトの電源を切り、電源ケーブルとL1/L2ケーブルを外し
ます。

サーバーホストへの KVMセッションを使用して移行をモニタしている場合は、セカンダリ
ファブリックインターコネクトを電源オフにしたときにKVMセッションの再接続が必要にな
ることがあります。

ステップ 4 交換用の Cisco UCS 6664ファブリックインターコネクトを同じラックまたは隣接するラック
にマウントします。

（注）

ベストプラクティスとして、ケーブルにラベルを付けることをお勧めします。

ステップ 5 ポートマッピング計画に従って、L1/L2ケーブルとサーバーポートを接続します。
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ステップ 6 新しいファブリックインターコネクトの電源を入れます。正しく接続されている場合、新しい

従属ファブリックインターコネクトは、既存のクラスタに追加されていることを検出します。

ステップ 7 従属 Cisco UCS 6664ファブリックインターコネクトは、プライマリ UCS 6400シリーズファ
ブリックインターコネクトの構成およびデータベース/状態情報を自動的に同期します。

同期には数分間かかる場合があります。エラーメッセージが表示され、サーバーポートが有

効になるまでそれが続く能性があります。

ポート構成は、従属ファブリックインターコネクトから新しいファブリックインターコネク

トにコピーされます。

（注）

移行中に別の IOM、IFMまたは FEXに交換する場合は、ステップ 10にスキップします。ファ
ブリックインターコネクトでサポートされる IOM、IFMまたは FEXの互換性マトリックスの
詳細については、Cisco UCSファブリックインターコネクトのポート（18ページ）を参照し
てください。

ステップ 8 Cisco UCS 6600シリーズ Fabric Interconnectのユニファイドポートは、6400シリーズファブ
リックインターコネクトのユニファイドポートとは順序が異なります。

（注）

•イーサネットポートからファイバチャネルポートへ変換する場合リブートが必要です。
ファイバチャネルポートは、4つ（ブレークアウトポート）のブロックへ変換されます。

• FCアップリンクポートの構成または、FCストレージポートから FCアップリンクポー

トへ変換についての詳しい情報は、Cisco UCSマネージャネットワークマネジメントガ
イドのローカルエリアネットワーク（LAN）ポートとポートチャネル章を参照します。

ステップ 9 新しい Cisco UCS 6664ファブリックインターコネクトのネットワークアップリンクポートを
設定する

ステップ 10 ポートチャネルのCisco UCS 6400ファブリックインターコネクトの古い設定と一致させます。
アップリンクポートを必要なポートチャネルまたはポートチャンネルに必要な過去の必要な

構成を追加します。この構成が完了するまで待ってから次のステップに進みます。

（注）

サーバーポートを有効にするのを待つことは、svc_sam_bladeAGサービスがシャーシとサー
バーへの通信を阻止します。過去の移行で、アップリンクポートと同時にサーバーポートを

有効にする場合、CPUが 100 ％近くプライマリファブリックインターコネクトにトッピング
アウト（ピンニング）を起こさせます。高いCPU使用率の場合、ユーザーインターフェイス
は無応答で svc_sam_bladeAGサービスはリカバリのために再起動する必要があります。

ステップ 11 サーバーポートまたは、ファイバチャネルポートを再構成します。

a) ポートマッピングを変更した場合は、従属ファブリックインターコネクトに接続された

IOM、FEX、または直接接続ラックサーバの再認識が必要になる場合があります。
b) イーサネットポートを確認し、必要に応じてサーバーポートとして再構成できます。
c) 手順 13にスキップして、データパスを確認します。
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ステップ 12 新しい IOM、FEXまたは IFMを取り外して交換し、サーバーポートを再構成するために次の
手順を実行します：

a) 下位ファブリックインターコネクトに接続された既存のモジュールを除去し、Cisco UCS
6664ファブリックインターコネクトのサポートされるモジュールで交換します。

b) ケーブルコネクションに変更が必要かを検証します。
c) 同じポートマッピングを保つために再構成を行います。ポートマッピングが保存されな

い場合、サーバーポートを適切に構成します。

d) 下位ファブリックインターコネクトに接続されている IOM、FEXまたは IFMを再認識し
ます。

ステップ 13 データパスの準備ができていることを確認します。

詳細については、『Cisco UCS Manager Firmware Management Guide』の「ガイドラインと前提
条件」の章にある「ダイナミック vNICが稼働中であることの確認」セクションを参照してく
ださい。

次の手順に進む前に、すべてのエラーを必ず解決してください。

a) 関連付けられたサービスプロファイルでファイバチャネルポートの SANピングループ
を確認し、必要に応じて再構成します。

b) 関連付けられたサービスプロファイルでイーサネットポートのローカルエリアネット
ワーク（LAN）個人識別番号グループを確認し、必要に応じて再設定します。

c) アップリンクイーサネットポートのポートチャネルを確認し、必要に応じて再設定しま

す。

ステップ 14 トラフィックを新しい従属ファブリックインターコネクトに戻します。ファブリック退避方式

を使用した場合は、ファブリック退避の選択を解除します。アップリンク（イーサネットおよ

びファイバチャネル）を無効にした場合は、アップリンクを再度有効にします。新しい従属

ファブリックインターコネクトでトラフィックが正しく流れていることを確認します。

ステップ 15 トラフィックが従属ファブリックインターコネクト上でフローしていることを確認した後で、

次のコマンドを使用して従属ファブリックインターコネクトをプライマリに昇格させます｡

• UCS-A #connect local-mgmt：このコマンドは、クラスタのローカル管理者インターフェイ
スに接続します。

• UCS-A (local-mgmt) #cluster{lead {a|b}} or UCS-A (local-mgmt) #cluster{force primary{a|b}}：
クラスタリードコマンドとクラスタフォースプライマリコマンドは、ファブリックイ

ンターコネクトの促進に使用できる二つ別々のコマンドです。

（注）

プライマリファブリックインターコネクトが Cisco UCS 6664ファブリックインターコネクト
であることを確認します。

ステップ 16 2番目の新しいファブリックインターコネクトを最初のファブリックインターコネクトと同じ
ようにケーブル接続し、他のファブリックインターコネクトの交換の手順を繰り返して、移行

を完了します。

Cisco UCSファブリックインターコネクトの移行ガイド、リリース 6.0
38

Cisco UCS 6600シリーズファブリックインターコネクトへの移行

UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトから Cisco UCS 6664ファブリックインターコネクトへの移行

https://www.cisco.com/c/en/us/support/servers-unified-computing/ucs-manager/products-installation-and-configuration-guides-list.html


第 4 章

Cisco UCS 6500シリーズファブリックイン
ターコネクトへの移行

• Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクト移行（39ページ）

Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクト
移行

Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクト移行の考慮事
項

Cisco UCSマネージャを始めとするリリース4.3(2b)、Cisco UCS 6400シリーズファブリックイ
ンターコネクトを、Bシリーズサーバー、Cシリーズ、または Sシリーズサーバーを備えた
Cisco UCS 6536ファブリックインターコネクトに移行できます。

Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトからCisco UCS 6536ファブリックイ
ンターコネクトへ移行するには：

• Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトは、 Cisco UCS Manager 4.3(2b)ま
たは、以降のリリースである必要があります。

• Cisco UCS 6536ファブリックインターコネクトは、置き換えられるCisco UCS 6400シリー
ズファブリックインターコネクトと同じインフラストラクチャファームウェアバージョ

ンでロードされる必要があります。

前提条件

Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトから Cisco UCS 6536ファブリックイ
ンターコネクトへの移行を実行する前に、移行を成功させるための次の前提条件が満たされて

いることを確認してください。

•アップグレードを開始する前に、Cisco UCS Manager構成をバックアップし、エクスポー
トします。
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• Cisco UCSドメインのインベントリを作成し、サポートされていないハードウェアをすべ
て削除します。

•クラスタフェールオーバーを有効にしてください。

•必要なハードウェアがすべてインストールされるまで、新しい Cisco UCSソフトウェア
バージョンの新しいソフトウェア機能を実装しないでください。

• Cisco UCS 6400シリーズと UCS 6536ファブリックインターコネクト間のソフトウェア機
能と構成を検証します。移行の前に、6400シリーズファブリックインターコネクトが、
6536ファブリックインターコネクトでサポートされる機能のみを持つように再構成され
ていることを確認してください。

これは、移行が失敗する最も一般的な理由の 1つです。（注）

•移行前に、Cisco UCS 6400シリーズと 6500シリーズファブリックインターコネクトの両
方が同じ UCSMビルド上にあることを確認してください。

•ライセンスをCisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトからCisco UCS 6500
シリーズファブリックインターコネクトに移転することはできません。Cisco UCS 6500
シリーズファブリックインターコネクトでは、永続的ライセンスがデフォルトで有効に

なっています。

•スタンドアロンインストールでは、ダウンタイムを想定する必要があります。クラスタ構
成内でファブリックインターコネクトを移行すると、トラフィックが1つのファブリック
インターコネクトから別のファブリックインターコネクトにフェールオーバーするとき

に、わずかなトラフィックの中断が発生する可能性があります。移行中に永続的なトラ

フィック損失が発生しないようにするには、移行前に両方のファブリックインターコネク

トの UCSドメインに冗長性があることを確認し、移行を開始する前に冗長性をテストし
ます。

• Cisco UCS 6536ファブリックインターコネクトは、8 Gbps速度を使用する場合、FCアッ
プリンクポートおよび FCストレージポートに IDLEフィルパターンを使用します。

Cisco UCS 6536ファブリックインターコネクトに移行し、FCアップリンクポートまたは
FCストレージポートを 8 Gbps速度で設定する場合は、対応する FCスイッチポートおよ
び直接接続 FCストレージアレイポートでフィルパターンが IDLEとして設定されている
ことを確認します。フィルパターンが IDLEに設定されていない場合、8 Gbpsで動作して
いる FCアップリンクポートおよび FCポート動作は errDisabled状態になる、断続的に
SYNCを失う、またはエラーや不良パケットを受信する可能性があります。

Cisco UCS 6536ファブリックインターコネクトは、フィルパターンが IDLEに設定され
ている 8 Gbps直接接続 FC接続（FCアップリンクポートまたは FCストレージポート）
のみをサポートします。この制限は、16 Gbpsおよび 32 Gbpsのファイバーチャネル (FC)
ポートを備えた Cisco UCS 6536ファブリックインターコネクトには適用されません。8
Gbpsでの IDLEフィルパターンをサポートしない直接接続ストレージアレイのCisco UCS
6536ファブリックインターコネクトに移行する場合は、次のいずれかを実行します。
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• Cisco UCS 6536ファブリックインターコネクトと 8 GB FC接続のストレージアレイ
の間に SANスイッチを使用します。

•ストレージアレイを 16 GBまたは 32 GB FC接続にアップグレードします。

• GUIまたは CLIを使用して、最新のファームウェアバンドルがダウンロードおよびアッ
プグレードされていることを確認します。他の方法（ローダープロンプト/構成の消去）
を使用してファームウェアバンドルをアップグレードしようとすると、パッケージバー

ジョンが失われる可能性があります。

•移行する前に、Cisco UCS 6400ファブリックインターコネクトの FC速度が 8 Gbpsであ
ること、または接続されたスイッチが 8 Gbpsの速度をサポートしていることを確認しま
す。

Cisco UCS 6500ファブリックインターコネクト上のFCポート（拡
張性ポート）スピードを移行後に構成することができます。

（注）

•異なる IOMモデルに移行すると、プライマリファブリックインターコネクトとセカンダ
リファブリックインターコネクトの IOM間でピア通信の問題が発生する可能性がありま
す。

• FEXとファブリックインターコネクト間のケーブル接続の詳細な記録を作成します。す
でに設定されているサーバのピン接続を保持し、ダウンタイムを最小限に抑えるには、物

理ポートマッピングを維持する必要があります。

•クラスタ設定の場合、両方のファブリックインターコネクトに、ファブリックインター
コネクトと FEX間の対称接続トポロジが必要です。

•同じファブリックインターコネクトに接続されているすべてのアダプタポートで同じ速
度ケーブルを使用します。Cisco UCS VICアダプタポートを 10Gケーブルと 25Gケーブ
ルが混在する状態でCiscoUCS6536ファブリックインターコネクトに接続した場合、UCS
ラックマウントサーバディスカバリが失敗して、ポートが中断状態になる可能性があり

ます。

• CiscoUCS6536ファブリックインターコネクトは、Cシリーズラックサーバーの25/40/100G
直接接続のみをサポートし、10G直接接続は Cシリーズラックサーバーではサポートさ
れていません。Cisco UCS 6536ファブリックインターコネクトは、2348-UPQ FEXでのみ
10Gサーバー接続をサポートします。

• A WWN pool can include only WWNNs or WWPNs in the ranges from 20:00:00:00:00:00:00:00 to
20:FF:00:FF:FF:FF:FF:FF or from 50:00:00:00:00:00:00:00 to 5F:FF:00:FF:FF:FF:FF:FF.その他
のWWN範囲はすべて予約されています。ファイバチャネルトラフィックがUCSインフ
ラストラクチャを介して送信されると、送信元WWPNはMACアドレスに変換されます。
送信元マルチキャストMACアドレスに変換可能なWWPNプールを使用することはでき
ません。SANファブリックでCisco UCS WWNNとWWPNを確実に一意にするには、プー
ルのすべてのブロックに 20:00:00:25:B5:XX:XX:XXのWWNプレフィックスを使用するこ
とをお勧めします。
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•移行する従属 Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトのファイバチャネ
ルポートを構成解除し、Cisco UCS 6536ファブリックインターコネクトで再構成します。

推奨事項

移行を成功させるためのベストプラクティスは次のとおりです。

•移行中の中断を最小限に抑えるために、移行前に、両方の 6400シリーズファブリックイ
ンターコネクトで、UCSドメイン内のサーバーからのイーサネットおよび FCトラフィッ
クに冗長性があることを確認してください。

•サーバやアップリンク接続の数などのトポロジの変更は、ファブリックインターコネクト
の移行の完了後に行う必要があります。

•ファブリックインターコネクトの移行中に、クラスタ IDが変更されていないことを確認
してください。

•移行中は、ファブリックインターコネクト間のイメージの同期が許可されません。これ
は、互換性のないイメージが同期されるのを避けるためです。移行が完了したら、再度B
シリーズ、Cシリーズおよび Sシリーズサーバーソフトウェアバンドルをダウンロード
することが必要です。

•移行中に、Cisco UCS 6536ファブリックインターコネクトの予約済み VLAN範囲である
3915～ 4042の範囲に VLANが作成されないようにしてください。

• Cisco UCS 6536ファブリックインターコネクトは、シャーシディスカバリでポートチャ
ネルモードのみをサポートします。したがって、移行の開始前に、Cisco UCS 6400シリー
ズファブリックインターコネクトのシャーシ/FEXディスカバリポリシーをポートチャ
ネルに変更し、シャーシをすぐに再確認します。

シャーシがすぐに再確認されないと、移行が失敗する可能性があ

ります。

（注）

Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトから UCS Centralを使用した Cisco
UCS 6500シリーズファブリックインターコネクトへの移行の詳細については、Cisco UCSセ
ントラルを使用して Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトから Cisco UCS
6500シリーズファブリックインターコネクトへ移行する場合の考慮事項（44ページ）を参
照してください。

（注）

アップグレード前の Cisco UCS 6536の機能構成の検証

Cisco UCS 6536ファブリックインターコネクトは、Cisco UCS 6400シリーズファブリックイ
ンターコネクトで許可されていた一部のソフトウェア機能をサポートしていません。これらの

機能の一部は、今後のソフトウェアリリースで利用可能になります。

Cisco UCSファブリックインターコネクトの移行ガイド、リリース 6.0
42

Cisco UCS 6500シリーズファブリックインターコネクトへの移行

アップグレード前の Cisco UCS 6536の機能構成の検証



表 4 :アップグレード前に特別な注意が必要な機能

修復機能

Cisco UCS 6536ファブリックインターコネク
トのライセンスは、前世代のファブリックイ

ンターコネクトのようなポートベースのライ

センスではありません。

すべてのポートは Cisco UCS 6536ファブリッ
クインターコネクトの周辺ライセンスを通じ

て有効になり、ライセンスのインストールは

必要ありません。

ライセンス管理

I/Oモジュール（IOM）へのポートチャネルを
選択します。

シャーシおよびファブリックエクステンダの

I/Oポートチャネル

LANのサービス品質（QoS）システムクラス
でマルチキャスト最適化が有効になっていな

いことを確認します。

マルチキャストの最適化

イーサネット転送モードが End Host Mode
Onlyに設定されていることを確認します。

イーサネットのファブリック転送モード

ファイバチャネル転送モードがホストモード

を終了または、FCスイッチングモードに設
定されていることを確認します。

ファイバチャネルのファブリック転送モード

NetFlowの構成を解除します。Cisco NetFlow

MACセキュリティの [許可]を選択します。MACセキュリティ

ポートプロファイルとCisco UCS Manager ESXi
または SCVMM関連の構成を削除します。

VM-FEX

vNICプロファイルのダイナミック vNIC接続
ポリシーを [未設定]にセットします。

ダイナミック vNIC接続ポリシー

受信（RX）方向のみを使用します。インス
トーラは SPANを RX方向に変更し、この設
定が変更されていることを示すアラートを送

信します。

Cisco Switched Port Analyzer（SPAN;スイッチ
ドポートアナライザ）

これらの修正手順に従わないと、移行プロセス中に移行警告アラートが表示され、ファブリッ

クインターコネクトが同期できなくなります。
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Cisco UCSセントラルを使用して Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネク
トから Cisco UCS 6500シリーズファブリックインターコネクトへ移行する場合の考慮事
項

Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクト移行の考慮事項（39ページ）に加え
て Cisco UCSセントラルを使用して移行する場合、次の前提条件を考慮します。

•移行を開始する前にCisco UCS ManagerとUCSセントラルの構成をバックアップしたこと
を確認します。

•移行時の構成問題を回避するために Cisco UCS Manager内でポリシー解決制御についての
次のポリシーがローカルに設定されていることを確認します。

•インフラストラクチャとカタログファームウェアポリシー

•機器ポリシー

•ポート構成ポリシー

UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトから UCS 6536ファ
ブリックインターコネクトへの移行

Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトは、 Cisco UCS 6454と Cisco UCS
64108を含みます。 Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトから Cisco UCS
6536ファブリックインターコネクトへ移行できます。Cisco UCS 6536ファブリックインター
コネクトに移行した後は、UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトに戻さないこと
をお勧めします。

Cisco UCS 6536ファブリックインターコネクトは、シャーシディスカバリでポートチャネル
モードのみをサポートします。シャーシまたは FEXディスカバリポリシーをポートチャネル
に変更する場合は、移行を進める前にシャーシを再確認する必要があります。

Cisco UCS Managerでシャーシを確認するには、次の手順を実行します。

1. Cisco UCS Managerのナビゲーショペインで [機器（Equipment）]をクリックします。

2. [機器]ノードをクリックします。

3. [Work]ペインの [Policies]タブをクリックします。

4. [Global Policies]サブタブをクリックします。

5. [機器（Equipment）] > [シャーシ（Chassis）]を展開し、確認するシャーシを選択します。

6. [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

7. [Actions]領域の [Acknowledge Chassis]をクリックします。
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Cisco UCS Managerの特定の構成手順を実行する方法の詳細については、に該当する『Cisco
UCS Manager構成ガイド』を参照してください。

（注）

手順

ステップ 1 このトラフィックをプライマリファブリックインターコネクトに移動します。これは、ファ

ブリックの退避とアップリンクの無効化の2つの方法で実行できます。次のフローチャートを
使用して、Cisco UCSドメインサーバーと接続に基づいて 2つのいずれかを選択します。

（注）

直接接続されたラックサーバーの場合、アップリンクの無効化のみがサポートされます。

ステップ 2 すべてのトラフィックがプライマリファブリックインターコネクト上をフェールオーバーし

ていることを確認します。従属ファブリックインターコネクト上のすべてのサーバーまたは、

ファイバチャンネルポートの構成を解除します。

詳細については、『Cisco UCS Manager Firmware Management Guide』の「ガイドラインと前提
条件」の章にある「ファブリックインターコネクトトラフィックの退避」セクションを参照

してください。

ステップ 3 古い従属ファブリックインターコネクトの電源を切り、電源ケーブルとL1/L2ケーブルを外し
ます。

サーバーホストへの KVMセッションを使用して移行をモニタしている場合は、セカンダリ
ファブリックインターコネクトを電源オフにしたときにKVMセッションの再接続が必要にな
ることがあります。

ステップ 4 交換用の Cisco UCS 6536ファブリックインターコネクトを同じラックまたは隣接するラック
にマウントします。
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（注）

ベストプラクティスとして、ケーブルにラベルを付ける必要があります。

ステップ 5 ポートマッピング計画に従って、L1/L2ケーブルとサーバーポートを接続します。

ステップ 6 新しいファブリックインターコネクトの電源を入れます。正しく接続されている場合、新しい

従属ファブリックインターコネクトは、既存のクラスタに追加されていることを検出します。

ステップ 7 従属 Cisco UCS 6536ファブリックインターコネクトは、プライマリ UCS 6400シリーズファ
ブリックインターコネクトの構成およびデータベース/状態情報を自動的に同期します。

プライマリファブリックインターコネクトと従属ファブリックインターコネクト間の同期に

は数分かかることがあります。エラーメッセージが表示され、サーバポートが有効になるま

でそれが持続する可能性があります。

ポート構成は、従属ファブリックインターコネクトから新しいファブリックインターコネク

トにコピーされます。

ステップ 8 6500シリーズファブリックインターコネクトのユニファイドポートは、6400シリーズファ
ブリックインターコネクトのユニファイドポートの順序とは異なります。

（注）

•イーサネットポートからファイバチャネルポートへ変換する場合リブートが必要です。
ファイバチャネルポートは、4つ（ブレークアウトポート）のブロックへ変換されます。

• FCアップリンクポートの構成または、FCストレージポートから FCアップリンクポー

トへ変換についての詳しい情報は、Cisco UCSマネージャネットワークマネジメントガ
イドのローカルエリアネットワーク（LAN）ポートとポートチャネル章を参照します。

ステップ 9 新しい Cisco UCS 6536ファブリックインターコネクトでネットワークアップリンクポートを
設定します。

ステップ 10 ポートチャネルのCisco UCS 6400ファブリックインターコネクトの古い設定と一致させます。
アップリンクポートを必要なポートチャネルまたはポートチャンネルに必要な過去の必要な

構成を追加します。この構成が完了するまで待ってから次のステップに進みます。

（注）

サーバーポートを有効にするのを待つことは、svc_sam_bladeAGサービスがシャーシとサー
バーへの通信を阻止します。過去の移行で、アップリンクポートと同時にサーバーポートを

有効にする場合、CPUが 100 ％近くプライマリファブリックインターコネクトにトッピング
アウト（ピンニング）を起こさせます。高いCPU使用率の場合、ユーザーインターフェイス
は無応答で svc_sam_bladeAGサービスはリカバリのために再起動する必要があります。

ステップ 11 サーバーポートまたは、ファイバチャネルポートを再構成します。

a) ポートマッピングを変更した場合は、従属ファブリックインターコネクトに接続された

IOM、FEX、または直接接続ラックサーバの再認識が必要になる場合があります。
b) イーサネットポートを確認し、必要に応じてサーバーポートとして再構成できます。
c) 手順 13にスキップして、データパスを確認します。
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ステップ 12 新しい IOMまたは FEXを取り外して交換し、サーバーポートを再構成するために次の手順を
行います：

a) 下位ファブリックインターコネクトに接続された既存の IOMを除去し、Cisco UCS 6536
ファブリックインターコネクトのサポートされた IOMで交換します。

b) ケーブルコネクションに必要な変更が必要かを検証します。
c) 同じポートマッピングを保つために新しい IOMを再構成します。このポートマッピング
は、保存されていない場合、サーバーポートを適切に構成します。

d) 下位ファブリックインターコネクトに接続されている IOMを再認識します。

ステップ 13 データパスの準備ができていることを確認します。

詳細については、『Cisco UCS Manager Firmware Management Guide』の「ガイドラインと前提
条件」の章にある「ダイナミック vNICが稼働中であることの確認」セクションを参照してく
ださい。

次の手順に進む前に、すべてのエラーを必ず解決してください。

a) 関連付けられたサービスプロファイルでファイバチャネルポートの SANピングループ
を確認し、必要に応じて再構成します。

b) 関連付けられたサービスプロファイルでイーサネットポートのローカルエリアネット
ワーク（LAN）個人識別番号グループを確認し、必要に応じて再設定します。

c) アップリンクイーサネットポートのポートチャネルを確認し、必要に応じて再設定しま

す。

ステップ 14 トラフィックを新しい従属ファブリックインターコネクトに戻します。ファブリック退避方式

を使用した場合は、ファブリック退避の選択を解除します。アップリンク（イーサネットおよ

びファイバチャネル）を無効にした場合は、アップリンクを再度有効にします。新しい従属

ファブリックインターコネクトでトラフィックが正しく流れていることを確認します。

ステップ 15 トラフィックが従属ファブリックインターコネクト上でフローしていることを確認した後で、

次のコマンドを使用して従属ファブリックインターコネクトをプライマリに昇格させます｡

• UCS-A #connect local-mgmt：このコマンドは、クラスタのローカル管理者インターフェイ
スに接続します。

• UCS-A (local-mgmt) #cluster{lead {a|b}} or UCS-A (local-mgmt) #cluster{force primary{a|b}}：
クラスタリードコマンドとクラスタフォースプライマリコマンドは、ファブリックイ

ンターコネクトの促進に使用できる二つ別々のコマンドです。

（注）

プライマリファブリックインターコネクトが Cisco UCS 6536ファブリックインターコネクト
であることを確認します。

ステップ 16 2番目の新しいファブリックインターコネクトを最初のファブリックインターコネクトと同じ
ようにケーブル接続し、他のファブリックインターコネクトの交換の手順を繰り返して、移行

を完了します。
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第 5 章

Cisco UCS 6400シリーズファブリックイン
ターコネクトへの移行

• Cisco UCS 6454ファブリックインターコネクトから Cisco UCS 64108ファブリックイン
ターコネクトへ移行（49ページ）

Cisco UCS 6454ファブリックインターコネクトから Cisco
UCS 64108ファブリックインターコネクトへ移行

Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクト移行の考慮事
項

Cisco UCS Managerは、Cisco UCS 6454ファブリックインターコネクトを、Bシリーズサー
バー、Cシリーズ、または Sシリーズサーバーを備えた Cisco UCS 64108ファブリックイン
ターコネクトに移行することをサポートします。

Cisco UCS 6454ファブリックインターコネクトから Cisco UCS 64108ファブリックインターコ
ネクトに移行するには、両方のファブリックインターコネクトに同じインフラストラクチャ

ファームウェアバージョンをロードする必要があります。

前提条件

Cisco UCS 6454ファブリックインターコネクトから Cisco UCS 64108ファブリックインターコ
ネクトへの移行を実行する前に、移行を成功させるための次の前提条件が満たされていること

を確認してください。

•アップグレードを開始する前に、Cisco UCS Manager構成をバックアップし、エクスポー
トします。

• Cisco UCSドメインのインベントリを作成し、サポートされていないハードウェアをすべ
て削除します。

•クラスタフェールオーバーを有効にしてください。
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•必要なハードウェアがすべてインストールされるまで、新しい Cisco UCSソフトウェア
バージョンの新しいソフトウェア機能を実装しないでください。

•移行前に、Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトの両方が同じ UCSM
ビルド上にあることを確認してください。

•スタンドアロンインストールでは、ダウンタイムを想定する必要があります。クラスタ構
成内でファブリックインターコネクトを移行すると、トラフィックが1つのファブリック
インターコネクトから別のファブリックインターコネクトにフェールオーバーするとき

に、わずかなトラフィックの中断が発生する可能性があります。移行中に永続的なトラ

フィック損失が発生しないようにするには、移行前に両方のファブリックインターコネク

トの UCSドメインに冗長性があることを確認し、移行を開始する前に冗長性をテストし
ます。

• GUIまたは CLIを使用して、最新のファームウェアバンドルがダウンロードおよびアッ
プグレードされていることを確認します。他の方法（ローダープロンプト/構成の消去）
を使用してファームウェアバンドルをアップグレードしようとすると、パッケージバー

ジョンが失われる可能性があります。

•移行する前に、Cisco UCS 6454ファブリックインターコネクトの FC速度が 8Gbpsである
こと、または接続されたスイッチが8Gbpsの速度をサポートしていることを確認します。

Cisco UCS 64108ファブリックインターコネクト上の FCポート
（拡張性ポート）スピードを移行後に構成することができます

。

（注）

•異なる IOMモデルに移行すると、プライマリファブリックインターコネクトとセカンダ
リファブリックインターコネクトの IOM間でピア通信の問題が発生する可能性がありま
す。

• FEXとファブリックインターコネクト間のケーブル接続の詳細な記録を作成します。す
でに設定されているサーバのピン接続を保持し、ダウンタイムを最小限に抑えるには、物

理ポートマッピングを維持する必要があります。

•クラスタ設定の場合、両方のファブリックインターコネクトに、ファブリックインター
コネクトと FEX間の対称接続トポロジが必要です。

•同じファブリックインターコネクトに接続されているすべてのアダプタポートで同じ速
度ケーブルを使用します。Cisco UCS VICアダプタポートを 10Gケーブルと 25Gケーブ
ルが混在する状態で Cisco UCS 64108ファブリックインターコネクトに接続した場合、
UCSラックマウントサーバーディスカバリが失敗して、ポートが中断状態になる可能性
があります。

• A WWN pool can include only WWNNs or WWPNs in the ranges from 20:00:00:00:00:00:00:00 to
20:FF:00:FF:FF:FF:FF:FF or from 50:00:00:00:00:00:00:00 to 5F:FF:00:FF:FF:FF:FF:FF.その他
のWWN範囲はすべて予約されています。ファイバチャネルトラフィックがUCSインフ
ラストラクチャを介して送信されると、送信元WWPNはMACアドレスに変換されます。
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送信元マルチキャストMACアドレスに変換可能なWWPNプールを使用することはでき
ません。SANファブリックでCisco UCS WWNNとWWPNを確実に一意にするには、プー
ルのすべてのブロックに 20:00:00:25:B5:XX:XX:XXのWWNプレフィックスを使用するこ
とをお勧めします。

推奨事項

移行を成功させるためのベストプラクティスは次のとおりです。

•移行中の中断を最小限に抑えるために、移行前に、両方の 6454ファブリックインターコ
ネクトで、UCSドメイン内のサーバーからのイーサネットおよび FCトラフィックに冗長
性があることを確認してください。

•サーバやアップリンク接続の数などのトポロジの変更は、ファブリックインターコネクト
の移行の完了後に行う必要があります。

•ファブリックインターコネクトの移行中に、クラスタ IDが変更されていないことを確認
してください。

•移行中は、ファブリックインターコネクト間のイメージの同期が許可されません。これ
は、互換性のないイメージが同期されるのを避けるためです。移行が完了したら、再度B
シリーズ、Cシリーズおよび Sシリーズサーバーソフトウェアバンドルをダウンロード
することが必要です。

•移行する従属 Cisco UCS 6454シリーズファブリックインターコネクトのファイバチャネ
ルポートを構成解除し、Cisco UCS 64108ファブリックインターコネクトで再構成しま
す。

詳細については、「Cisco UCS 6454ファブリックインターコネク
トから Cisco UCS Centralを使用した Cisco UCS 64108ファブリッ
クインターコネクトへの移行に関する考慮事項（52ページ）」
を参照してください。

（注）

アップグレード前に Cisco UCS 64108ファブリックインターコネクトの機能構成を検証

表 5 :アップグレード前に特別な注意が必要な機能

修復機能

I/Oモジュール（IOM）へのポートチャネルを
選択します。

シャーシおよびファブリックエクステンダの

I/Oポートチャネル

LANのサービス品質（QoS）システムクラス
でマルチキャスト最適化が有効になっていな

いことを確認します。

マルチキャストの最適化
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修復機能

イーサネット転送モードが End Host Mode
Onlyに設定されていることを確認します。

イーサネットのファブリック転送モード

ファイバチャネル転送モードがホストモード

を終了または、FCスイッチングモードに設
定されていることを確認します。

ファイバチャネルのファブリック転送モード

NetFlowの構成を解除します。Cisco NetFlow

MACセキュリティの [許可]を選択します。MACセキュリティ

ポートプロファイルとCisco UCS Manager ESXi
または SCVMM関連の構成を削除します。

VM-FEX

vNICプロファイルのダイナミック vNIC接続
ポリシーを [未設定]にセットします。

ダイナミック vNIC接続ポリシー

受信（RX）方向のみを使用します。インス
トーラは SPANを RX方向に変更し、この設
定が変更されていることを示すアラートを送

信します。

Cisco Switched Port Analyzer（SPAN;スイッチ
ドポートアナライザ）

これらの修正手順に従わないと、移行プロセス中に移行警告アラートが表示され、ファブリッ

クインターコネクトが同期できなくなります。

Cisco UCS 6454ファブリックインターコネクトから Cisco UCS Centralを使用した Cisco
UCS 64108ファブリックインターコネクトへの移行に関する考慮事項

Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクト移行の考慮事項（49ページ）に加え
て Cisco UCSセントラルを使用して移行する場合、次の前提条件を考慮します。

•移行を開始する前にCisco UCS ManagerとUCSセントラルの構成をバックアップしたこと
を確認します。

•移行時の構成問題を回避するために Cisco UCS Manager内でポリシー解決制御についての
次のポリシーがローカルに設定されていることを確認します。

•インフラストラクチャとカタログファームウェアポリシー

•機器ポリシー

•ポート構成ポリシー
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UCS 6454シリーズファブリックインターコネクトから UCS 64108ファ
ブリックインターコネクトへの移行

Cisco UCS Manager Release 4.1以降、Cisco UCS 6454ファブリックインターっコネクトから
Cisco UCS 64108ファブリックインターコネクトに移行できます。

Cisco UCS Managerでシャーシを確認するには、次の手順を実行します。

1. Cisco UCS Managerのナビゲーショペインで [機器（Equipment）]をクリックします。

2. [機器]ノードをクリックします。

3. [Work]ペインの [Policies]タブをクリックします。

4. [Global Policies]サブタブをクリックします。

5. [機器（Equipment）] > [シャーシ（Chassis）]を展開し、確認するシャーシを選択します。

6. [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

7. [Actions]領域の [Acknowledge Chassis]をクリックします。

Cisco UCS Managerの特定の構成手順を実行する方法の詳細については、に該当する『Cisco
UCS Manager構成ガイド』を参照してください。

（注）

手順

ステップ 1 トラフィックをプライマリファブリックインターコネクト（Cisco UCS 6454）に移動します。
これは、ファブリックの退避とアップリンクの無効化の 2つの方法で実行できます。次のフ
ローチャートを使用して、Cisco UCSドメインサーバーと接続に基づいて 2つのいずれかを選
択します。
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（注）

直接接続されたラックサーバーの場合、アップリンクの無効化のみがサポートされます。

ステップ 2 すべてのトラフィックがプライマリファブリックインターコネクト上をフェールオーバーし

ていることを確認します。従属ファブリックインターコネクト上のすべてのサーバーまたは、

ファイバチャンネルポートの構成を解除します。

（注）

詳細については、『Cisco UCS Manager Firmware Management Guide』の「ガイドラインと前提
条件」の章にある「ファブリックインターコネクトトラフィックの避難」セクションを参照

してください。https://www.cisco.com/c/en/us/support/servers-unified-computing/ucs-manager/
products-installation-and-configuration-guides-list.html

ステップ 3 UCS 6454従属ファブリックインターコネクトの電源を切り、電源ケーブルと L1/L2ケーブル
を外します。

ステップ 4 交換用の UCS 64108ファブリックインターコネクトを同じラックまたは隣接するラックにマ
ウントします。

（注）

ベストプラクティスとして、ケーブルにラベルを付ける必要があります。

ステップ 5 ポートマッピング計画に従って、L1/L2ケーブルとサーバーポートを接続します。

ステップ 6 新しいファブリックインターコネクトの電源を入れます。正しく接続されている場合、新しい

従属ファブリックインターコネクトは、既存のクラスタに追加されていることを検出します。

ステップ 7 新しい従属ファブリックインターコネクトの IPアドレス情報を入力します。

ステップ 8 UCS 6454ファブリックインターコネクトのユニファイドポートは、64108ファブリックイン
ターコネクトのユニファイドポートの順序に類似しています。

（注）

•イーサネットポートからファイバチャネルポートへ変換する場合リブートが必要です。
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• FCアップリンクポートの構成または、FCストレージポートから FCアップリンクポー

トへ変換についての詳しい情報は、Cisco UCSマネージャネットワークマネジメントガ
イドのローカルエリアネットワーク（LAN）ポートとポートチャネル章を参照します。

ステップ 9 新しい Cisco UCS 64108ファブリックインターコネクトでネットワークアップリンクポート
を設定します。

ステップ 10 ポートチャネルの 6454の古い設定と一致させます。アップリンクポートを必要なポートチャ
ネルまたはポートチャンネルに必要な過去の必要な構成を追加します。この構成が完了するま

で待ってから次のステップに進みます。

（注）

サーバーポートを有効にするのを待つことは、svc_sam_bladeAGサービスがシャーシとサー
バーへの通信を阻止します。過去の移行で、アップリンクポートと同時にサーバーポートを

有効にする場合、CPUが 100 ％近くプライマリファブリックインターコネクトにトッピング
アウト（ピンニング）を起こさせます。高いCPU使用率の場合、ユーザーインターフェイス
は無応答で svc_sam_bladeAGサービスはリカバリのために再起動する必要があります。

ステップ 11 サーバーポートまたは、ファイバチャネルポートを再構成します。

a) ポートマッピングを変更した場合は、従属ファブリックインターコネクトに接続された

IOM、FEX、または直接接続ラックサーバの再認識が必要になる場合があります。
b) イーサネットポートを確認し、必要に応じてサーバーポートとして再構成できます。

ステップ 12 64108従属ファブリックインターコネクトは、プライマリ UCS 6454ファブリックインターコ
ネクトの設定情報およびデータベースとステートの情報と自動的に同期します。

プライマリファブリックインターコネクトと従属ファブリックインターコネクト間の同期に

は数分かかることがあります。エラーメッセージが表示され、サーバポートが有効になるま

でそれが持続する可能性があります。

ポート構成は、従属ファブリックインターコネクトから新しいファブリックインターコネク

トにコピーされます。

ステップ 13 イーサネットポート、ファイバチャネルポート、またはユニファイドポートを再設定しま

す。

a) 直接接続ラックサーバーのポートマッピングを変更した場合は、サーバーを再認識しま

す。

b) IOMまたは FEXを再確認することをお勧めします。

（注）

移行中にユニファイドポートを設定するには、新しい Cisco UCS 6454ファブリックインター
コネクト GUIに直接ログインする必要があります。

ステップ 14 データパスの準備ができていることを確認します。

詳細については、『Cisco UCS Manager Firmware Management Guide』の「ガイドラインと前提
条件」の章にある「ダイナミック vNICが稼働中であることの確認」セクションを参照してく
ださい。
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次の手順に進む前に、すべてのエラーを必ず解決してください。

a) 関連付けられたサービスプロファイルでファイバチャネルポートの SANピングループ
を確認し、必要に応じて再構成します。

b) 関連付けられたサービスプロファイルでイーサネットポートのローカルエリアネット
ワーク（LAN）ピングループを確認し、必要に応じて再設定します。

c) アップリンクイーサネットポートのポートチャネルを確認し、必要に応じて再設定しま

す。

ステップ 15 トラフィックを新しい従属ファブリックインターコネクトに戻します。ファブリック退避方式

を使用した場合は、ファブリック退避の選択を解除します。アップリンク（イーサネットおよ

びファイバチャネル）を無効にした場合は、アップリンクを再度有効にします。新しい従属

ファブリックインターコネクトでトラフィックが正しく流れていることを確認します。

ステップ 16 トラフィックが従属ファブリックインターコネクト上でフローしていることを確認した後で、

次のコマンドを使用して従属ファブリックインターコネクトをプライマリに昇格させます｡

• UCS-A #connect local-mgmt：このコマンドは、クラスタのローカル管理者インターフェイ
スに接続します。

• UCS-A (local-mgmt) #cluster{lead {a|b}} or UCS-A (local-mgmt) #cluster{force primary{a|b}}：
クラスタリードコマンドとクラスタフォースプライマリコマンドは、ファブリックイ

ンターコネクトの促進に使用できる二つ別々のコマンドです。

（注）

プライマリファブリックインターコネクトが Cisco UCS 64108ファブリックインターコネク
トであることを確認します。

ステップ 17 2番目の新しいファブリックインターコネクトを最初のファブリックインターコネクトと同じ
ようにケーブル接続し、他のファブリックインターコネクトの交換の手順を繰り返して、移行

を完了します。
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第 6 章

付録

•付録（57ページ）

付録
このセクションでは、このドキュメントで使用されている用語のリストを示します。

説明名前

ファブリックインターコネクトポートに直接接続されたCシリー
ズ VIC接続。

直接接続

（Direct-Connect）

イーサネットケーブルを接続できるイーサネットノード側の差込

口を表す一般的な用語。通常、イーサネット NICまたは LANス
イッチにあります。

イーサネットポート

Cisco UCSファブリックインターコネクトで定義されるファイバ
チャネルアップリンク。1つにまとめられ、ポートチャネルとし
て設定されます。帯域幅や冗長性を向上させることができます。

ファブリックポートチャ

ネル

Fibre Channel over Ethernet。イーサネットネットワーク上のファイ
バチャネルフレームをカプセル化するコンピュータネットワーク

テクノロジー。

FCoE

キーボード、ビデオ、およびマウス（KVM）KVM

論理的なエリアネットワーク（LAN）に接続するすべてのデバイ
スに必要な標準化されたデータリンク層アドレス。

MACアドレス

ファブリックインターコネクトと他のデバイス間の特定のケーブ

ル接続に使用されるポートを識別します。

ポートマッピング
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翻訳について
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